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藤
原
定
家
『
下
官
集
』
伝
本
の
研
究
（
一
）

―
模
刻
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
を
中
心
に
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻
　
吉
田
紀
恵
子

藤
原
定
家
『
下
官
集
』
は
、「
一　

書
始
草
子
事
」「
一　

嫌
文
字
事
」「
一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」「
一　

書
哥
事
」「
一　

草
子
付
色
々
符
事　

和
漢
有
之
」
の
五
条

か
ら
成
る
、
最
初
に
成
文
化
さ
れ
た
和
歌
書
記
の
作
法
書
で
あ
る
。

管
見
で
は
あ
る
が
、
二
十
七
本
の
『
下
官
集
』
伝
本
（
模
刻
本
・
二
本
、
写
本
・
二
十
五
本
）
を
調
査
し
、
内
容
を
比
較
し
た
結
果
、
書
名
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
伝
本
を

除
き
、
五
条
構
成
と
い
う
点
は
共
通
す
る
が
、
内
容
お
よ
び
書
式
も
一
定
と
は
言
え
ず
、
誤
読
お
よ
び
誤
写
か
ら
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
差
異
も
存
在
す
る
こ
と
が
解
っ
た
。

そ
の
た
め
、
複
数
の
『
下
官
集
』
祖
本
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
存
在
に
つ
い
て
の
報
告
は
未
だ
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
を
進
め
る

に
際
し
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
に
代
わ
り
、
基
盤
と
な
る
伝
本
の
確
定
が
重
要
で
あ
る
。

先
行
研
究
に
於
い
て
、
国
語
学
の
領
域
か
ら
吉
沢
義
則
氏
及
び
大
野
晋
氏
、
国
文
学
か
ら
は
浅
田
徹
氏
が
、
模
刻
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
を
、
本
文
の

内
容
の
優
秀
性
お
よ
び
、
伝
本
中
唯
一
、「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
る
、
定
家
独
自
の
書
風
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、『
下
官
集
』
研
究
の
最
善
本
と
位
置
付
け
て

い
る
。

此
の
模
刻
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
の
冒
頭
、
即
ち
本
文
の
前
に
、「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」、
即
ち
、
定
家
自
筆
本
を
、
三
藐
院
関
白
近
衛
信
尹
が

臨
書
し
た
、
と
言
う
由
来
を
示
す
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
下
官
集
』
本
文
に
は
、
定
家
の
署
名
お
よ
び
書
写
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
稿
者
は
、

こ
の
模
刻
本
の
由
来
、
更
に
、
書
風
が
定
家
独
自
の
書
風
、
即
ち
、
後
世
、「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
る
書
風
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

古
来
、
定
家
の
書
風
は
「
定
家
様
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
書
風
が
年
齢
に
よ
り
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

定
家
の
書
風
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
稿
者
の
師
・
飯
島
春
敬
氏
（
書
家
）
が
注
目
し
、
現
在
、
名
児
耶
明
氏
・
島
谷
弘
幸
氏
ら
に
よ
り
立
証
さ
れ
て
い
る
。

従
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
現
存
す
る
若
年
か
ら
老
年
に
至
る
、
執
筆
年
あ
る
い
は
執
筆
時
期
の
判
明
し
て
い
る
定
家
真
筆
の
書
風
と
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』

お
よ
び
同
一
の
模
刻
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
の
書
風
を
比
較
し
、
模
刻
本
の
原
本
で
あ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期
の
推
定
を
行
う
。
そ
の
結

果
を
受
け
、
こ
れ
ら
模
刻
本
を
『
下
官
集
』
研
究
の
基
準
と
な
り
得
る
伝
本
と
位
置
付
け
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
の
研
究
を
進
め
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
原
定
家　
『
下
官
集
』　

定
家
様　

三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

三
藐
院
近
衛
信
尹

要
　
　
旨
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は
じ
め
に

『
下
官
集
』
は
、
歌
人
、
歌
学
者
、
更
に
、
そ
の
古
典
書
写
活
動
に
お
い
て
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
、藤
原
定
家（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
書
名
『
下
官
集
』
は
、
本
文
中
に
見
ら
れ
る
「
下
官
（
自
ら
を
謙
遜
す
る
語
）」

に
因
む
、
後
世
の
命
名
で
あ
る
。

『
下
官
集
』
は
基
本
的
に
、「
一　

書
始
草
子
事
」、「
一　

嫌
文
字
事
」、「
一　

仮

名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」、「
一　

書
哥
事
」、「
一　

草
子
付
色
々
符
事　

和
漢
有
之
」

の
五
条
構
成
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
草
子
（
冊
子
）
に
和
歌
を
書
記
す
る
た
め
の
最

初
の
成
文
化
さ
れ
た
作
法
書
で
あ
る
。
小
川
剛
生
氏
は
、「
定
家
に
い
た
っ
て
、
写

本
の
書
記
法
ら
し
き
も
の
が
確
立
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
」（
１
）
と
述
べ
る
。

『
下
官
集
』
と
い
う
書
名
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
大
野
晋
氏
が
『
下
官
集
』

伝
本
の
一
つ
で
あ
る
「
定
家
本　

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定

家
卿
模
本
』）
本
文
の
始
め
に
「
僻
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
私
の

研
究
で
は
、
慣
用
に
従
っ
て
下
官
集
と
す
る
が
、『
僻
案
』
と
改
め
る
の
が
定
家
の

命
名
に
か
な
う
も
の
で
あ
ろ
う
。」（
２
）
と
述
べ
、
他
方
、
浅
田
徹
氏
は
、
定
家
の
著

作
に
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
成
立
の
注
釈
書
『
僻
案
抄
』
が
あ
り
、「
紛
ら
わ
し

く
な
る
の
で
」（
３
）『
下
官
集
』
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
倣
い
、
本
稿
に
於
い
て
も
、『
下

官
集
』
と
す
る
。

主
要
な
先
行
研
究
で
は
、
国
語
学
か
ら
一
九
二
一
年
に
吉
沢
義
則
氏
（
４
）、

一
九
六
一
年
に
大
野
氏
（
５
）、
国
文
学
か
ら
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
浅
田
氏
（
６
）
が
紹

介
さ
れ
た
『
下
官
集
』
伝
本
の
内
、
定
家
の
署
名
お
よ
び
書
写
年
月
日
が
無
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』（
模
刻
本
）
を
最
善
本
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

大
野
氏
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
に
つ
い
て
「
文
字
は
、
定
家

自
筆
の
明
月
記
・
奥
儀
抄
巻
余
そ
の
他
の
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
欄
外
の
頭
注
の
書

き
様
、
本
文
へ
の
書
き
込
み
な
ど
を
見
る
と
、
こ
れ
は
、
定
家
の
自
筆
本
を
そ
の
ま

ま
に
臨
模
し
た
も
の
と
見
て
差
支
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。」（
７
）、
浅
田
氏
は
「
模
刻

本
の
印
象
は
確
か
に
定
家
筆
を
思
わ
せ
、
書
入
れ
な
ど
の
生
々
し
さ
、
本
文
の
優
秀

性
も
そ
れ
に
矛
盾
し
て
い
な
い
」（
８
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
模
刻
本
の
本

文
の
優
秀
性
と
、「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
る
定
家
独
自
の
書
風
で
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
模
刻
本
の
祖
本
、
即
ち
、
定
家
自
筆
『
下

官
集
』
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

尚
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
に
は
、
同
一
の
版
木
か
ら
興
さ
れ
た

橋
本
進
吉
氏
旧
蔵
本
が
存
在
す
る
。
こ
の
模
刻
本
に
つ
い
て
は
、
浅
田
氏
が
「
下
官

集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
翻
刻
―
」（『
国
文
学
研
究

資
料
館
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
未
見
の
伝
本
と
し
、「
大
東
急
記
念

文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』（
下
官
集
）
に
つ
い
て
」（『
か
が
み
』
第
三
号
、二
〇
〇
三
年
）

で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
、
二
〇
一
一
年
『
国
文
学

研
究
資
料
舘
報
』第
五
七
号「
新
収
資
料
紹
介
」で
は
本
文
の
一
部
の
写
真
を
添
え
て
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』、
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に

一
．
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
伝
本

二
．『
下
官
集
』
模
刻
本
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」

　

Ⅰ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
全
文
翻
刻

　

Ⅱ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
本
文

　

Ⅲ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群 

お
よ
び
刊
記

三
．
法
帖
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」

四
．
藤
原
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
と
能
書
・
近
衛
信
尹

五
．「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
と
名
彫
師
・
井
上
慶
寿

六
．
藤
原
定
家
の
書
風
と
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期

お
わ
り
に
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稿
者
は
、
浅
田
氏
の
先
行
研
究
等
を
手
引
き
と
し
て
所
蔵
先
を
訪
ね
、
二
十
七
本

の
『
下
官
集
』
伝
本
、即
ち
、二
本
の
模
刻
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』

お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』）
と
二
十
五
本
の
写
本
、
計

二
十
七
本
の
伝
本
を
管
見
で
は
あ
る
が
調
査
し
、
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
書

名
の
み
な
ら
ず
『
下
官
集
』
本
文
の
内
容
お
よ
び
書
式
も
一
定
と
は
言
え
ず
、
誤
読

及
び
誤
写
か
ら
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
差
異
も
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
も
、『
下
官
集
』
研
究
を
進
め
る
上
で
基
準
と
な
る
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』

の
存
在
は
不
明
で
あ
り
、
二
十
五
本
の
写
本
の
内
、
定
家
生
前
の
年
号
を
持
つ
五
本

の
写
本
間
に
見
ら
れ
る
差
異
も
看
過
で
き
な
い
。
稿
を
改
め
て
論
じ
る
が
、
こ
の
差

異
は
定
家
が
目
的
・
状
況
等
に
合
わ
せ
、
よ
り
良
き
作
法
書
を
目
指
し
て
、『
下
官
集
』

を
書
き
直
し
て
い
た
可
能
性
、
即
ち
、
複
数
の
『
下
官
集
』
祖
本
の
存
在
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、定
家
生
前
の
年
号
を
持
つ
五
本
の
写
本
に
つ
い
て
は
、本
稿
、

「
六
．
藤
原
定
家
の
書
風
と
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期
」
で
簡
略
に
紹
介
す
る
。

し
た
が
っ
て
、『
下
官
集
』
伝
本
の
研
究
を
進
め
て
行
く
為
に
は
、
現
在
、
そ
の

存
在
が
未
詳
で
あ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
に
代
わ
る
、
基
準
伝
本
の
設
定
が
不
可

欠
で
あ
る
。
稿
者
は
、
同
一
の
版
木
か
ら
興
さ
れ
た
二
本
の
模
刻
本
、
即
ち
、
大
東

急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』

に
注
目
し
た
。

こ
の
二
本
の
模
刻
本
は
、
定
家
の
署
名
お
よ
び
書
写
年
月
日
が
無
い
と
は
言
え
、

定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
底
本
と
し
て
「
江
戸
初
期
の
三
筆
」
の
一
人
と
称
さ
れ
る

能
書
が
臨
書
し
、
こ
れ
を
幕
末
の
名
彫
師
が
鐫
し
た
版
本
で
あ
る
。
そ
の
臨
書
は
、

祖
本
で
あ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
本
文
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、「
定
家
様
」
と

称
さ
れ
る
定
家
独
自
の
書
風
そ
の
ま
ま
に
再
現
し
た
信
頼
性
の
高
い
版
本
と
い
え

る
。こ

れ
ら
模
刻
本
の
執
筆
時
期
を
特
定
し
、
基
準
と
な
る
伝
本
と
裏
付
け
る
た
め
に
、

『
群
書
一
覧　

二
』
法
帖
部
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」（
享
和
二
、

一
八
〇
二
刊
）
に
法
帖
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言

及
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
書
し
た
能
書
・
三
藐
院
近
衛

信
尹
及
び
、
そ
の
臨
書
を
鐫
し
た
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
の
業
績
を
調
査
し
、
更
な
る

信
頼
の
裏
付
け
と
す
る
。

さ
ら
に
稿
者
は
、こ
れ
ら
模
刻
本
の
書
風
が「
定
家
様
」で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。

定
家
の
書
風
は
古
来
、「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
定
家
独
自

の
書
風
が
、
現
存
す
る
定
家
若
年
の
書
と
、
壮
年
期
の
書
と
で
は
異
な
っ
て
い
る
こ

と
は
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
定
家
の
書
風
の
変
化
に
つ
い
て
、

飯
島
春
敬
氏
（
書
家
）
が
注
目
し
、
現
在
、
名
児
耶
明
氏
・
島
谷
弘
幸
氏
ら
に
よ
り
、

立
証
さ
れ
、
系
統
の
具
体
化
も
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
定
家
の
書
風
の
変
化
に
注
目
し
、
執
筆
年
、
あ
る
い
は
執
筆
時

期
が
判
明
し
て
い
る
定
家
真
筆
の
書
風
と
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』

お
よ
び
国
文
学
研
究
資
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
の
書
風
を
比
較
し
、
こ
れ
ら
二
本
の

模
刻
本
の
祖
本
、
即
ち
、
現
存
し
な
い
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
執
筆
時
期
を
特
定

す
る
。

研
究
を
進
め
る
に
当
り
、
本
稿
で
は
、
模
刻
本
の
伝
本
名
を
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

＊
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本　

斎
藤
蔵
』（
三
―
二
五
―
一
五
五
三
）

・
・
・
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』

＊
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式　

三
藐
院
殿
臨
書
』（
八
八
―
一
）

・
・
・
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

ま
た
、
主
要
な
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

＊
大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
二
年
）・・・
大
野
（
一
九
八
二
）

＊
浅
田
徹
「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』
翻
刻
―

（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）・
・
・
浅
田
（
二
〇
〇
〇
）

＊
浅
田
徹
「
下
官
集
の
定
家
―
差
異
と
自
己
―
（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第

二
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）・
・
・
浅
田
（
二
〇
〇
一
）

＊
浅
田
徹「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵『
定
家
卿
模
本
』（
下
官
集
）に
つ
い
て
」（『
か
が
み
』

第
三
六
号
、
二
〇
〇
三
年
）・
・
・
浅
田
（
二
〇
〇
三
）
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＊
遠
藤
和
夫
「
親
行
本
『
下
官
集
』
考
」（『
国
學
院
雑
誌
』
第
一
〇
八
巻　

第
一
一
号
、

二
〇
〇
七
年
）・
・
・
遠
藤
（
二
〇
〇
七
）

一
．
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
伝
本

藤
原
定
家
『
下
官
集
』
は
、基
本
的
に
、「
一　

書
始
草
子
事
」、「
一　

嫌
文
字
事
」、

「
一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」、「
一　

書
哥
事
」、「
一　

草
子
付
色
々
符
事　

和
漢
有
之
」
の
五
条
か
ら
成
る
。
そ
の
内
容
か
ら
言
え
ば
、
最
初
に
成
文
化
さ
れ
た
、

草
子
（
冊
子
）
に
和
歌
を
書
記
す
る
た
め
の
作
法
書
で
あ
る
。
即
ち
、
定
家
の
書
写

活
動
と
も
関
わ
り
の
あ
る
著
作
で
あ
る
。

し
か
し
、
定
家
没
後
、『
下
官
集
』
五
条
の
内
、
定
家
独
自
の
仮
名
遣
を
記
し
た

「
一　

嫌
文
字
事
」
の
条
の
み
が
「
定
家
仮
名
遣
」
と
評
価
さ
れ
た
。
現
在
に
至
っ

て
は
、
仮
名
遣
の
嚆
矢
と
し
て
、
国
語
学
の
領
域
に
於
け
る
研
究
対
象
で
あ
る
。
浅

田
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、「
下
官
集
は
紛
れ
も
な
く
定
家
歌
学

0

0

の
資
料
で
あ
る
が
、

そ
の
面
か
ら
見
た
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
稿
者
は
、
華
麗
な
書
道
芸
術
の
場
と
な
っ
て
い
た
写
本
を
、

歌
書
作
成
の
場
と
す
る
た
め
に
、『
下
官
集
』
が
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
、定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
存
在
は
、未
だ
不
明
で
あ
る
。
そ
の
為
、

浅
田
（
二
〇
〇
〇
）
を
始
め
と
す
る
参
考
文
献
を
頼
り
と
し
て
、
所
蔵
先
を
訪
ね
、

管
見
で
は
あ
る
が
、二
十
七
本
の
『
下
官
集
』
伝
本
の
存
在
を
確
認
し
、調
査
を
し
た
。

調
査
済
『
下
官
集
』
伝
本
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
金
沢
文
庫
保
管　

親
行
本
『
下
官
集
』（『
九
条
錫
杖
（
巻
頭
下
官
集
））』・
写
本

２
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵　

平
松
家
本
『
西
行
上
人
談
抄
』・
写
本

３
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
模
本
・
写
本

４
、
京
都
女
子
大
学
蔵
『
豫
楽
院
歌
学
書
』・
写
本

５
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
麒
麟
抄
』
所
収
本
・
写
本

６
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　
「
続
群
書
類
従
巻
八
『
麒
麟
抄
』」
所
収
本
・
写
本

７
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵　

鷹
司
本
『
竹
園
抄　

完
』・
写
本

８
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』・
模
刻
本

９
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
或
秘
書
』・
写
本

10
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
詠
歌
聞
書
』・
写
本

11
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
秘
書
百
箇
条
』（「
京
極
中
納
言
入
道
説
」）・
写
本

12
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
倭
歌
作
法
』・
写
本

13
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
西
行
上
人
談
抄
』・

写
本

14
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
和
歌
愚
僻
抄
』・
写
本

15
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
仮
名
文
字
遣
』・
写
本

16
、
三
康
図
書
館
蔵
『
和
歌
会
次
第
』・
写
本

17
、
聖
護
院
蔵
『
仮
名
遣
定
家
卿
』・
写
本

18
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
『
下
官
抄
』・
写
本

19
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
『
会
席
作
法
』・
写
本

20
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
『
和
歌
玉
屑
抄
』・
写
本

21
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
下
官
集
』・
写
本

22
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』・
模
刻
本

23
、
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
『
僻
案
』・
写
本

24
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵　

九
条
家
旧
蔵
本
『
詠
歌
大
概　

下
官
集
』・
写
本

25
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵　

新
宮
城
所
蔵
本
『
下
官
集　

山
塊
雑
記
』・
写
本

26
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館　

黒
川
文
庫
蔵
『
和
歌
玉
屑
抄
』・

写
本

27
、
陽
明
文
庫
蔵
『
京
極
中
納
言
仮
名
遣
』・
写
本

以
上
、
二
十
七
本
の
調
査
済
『
下
官
集
』
伝
本
の
内
、
８
と
22
の
二
本
は
模
刻
本
、

二
十
五
本
は
写
本
で
あ
る
。

尚
、
二
十
五
本
の
写
本
の
内
の
一
本
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

蔵
「『
定
家
卿
書
式
』
模
本
」
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
当
時
、
橋
本
進
吉

氏
所
蔵
で
あ
っ
た
「
定
家
卿
書
式　

三
藐
院
殿
臨
書
」（
現
在
の
国
文
研
本
『
定
家
卿
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書
式
』）
を
双
鉤
塡
墨
（
９
）、
あ
る
い
は
双
鉤
廓
塡
と
呼
ば
れ
る
複
製
法
で
作
成
し

た
写
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
書
風
も
「
定
家
様
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
以
外
の
二
十
四
本
の
写
本
は
自
運
で
あ
る
た
め
、「
定
家
様
」
で
は
無
い
。

二
本
の
模
刻
本
は
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
、「
江
戸
初
期
の
三
筆
」
と
称
さ

れ
る
能
書
・
三
藐
院
近
衛
信
尹
に
よ
る
臨
書
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
を
底
本

と
し
て
、
江
戸
後
期
の
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
が
鐫
し
た
版
下
か
ら
興
さ
れ
た
拓
印
（
正

面
摺
り
・
陰
刻
）（

10
）
の
同
一
の
法
帖
で
あ
る
。（
参
照
・
資
料
①
　
国
文
研
本
『
定

家
卿
書
式
』
影
印
、及
び
、「
二
．『
下
官
集
』
模
刻
本
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」」

Ⅰ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
全
文
翻
刻
）

な
お
、
現
在
、
定
家
の
書
風
は
「
定
家
様
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
は
、

江
戸
中
期
の
国
学
者
・
山
岡
浚
明
（
安
永
九
年
・
一
七
八
〇
・
五
十
五
歳
没
）
が
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
ご
ろ
起
稿
し
、
極
く
晩
年
ま
で
加
筆
し
続
稿
し
た
（
11
）
と

言
う
『
類
聚
名
物
考
』
の
中
の
「
定
家
様
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
名
児
耶
氏
は
、
こ

の
山
岡
浚
明
の「
定
家
様
」に
注
目
し
、五
島
美
術
館「
特
別
展『
定
家
様
』」（
一
九
八
七

年
）
の
開
催
に
当
り
「
読
み
を
つ
け
て
、
定
て
い
家
か
様
よ
う
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し

基
本
的
に
は
、
そ
の
時
点
ま
で
定
家
様
は
定
家
流
と
イ
コ
ー
ル
だ
と
い
う
こ
と
で

す
」（

12
）
と
述
べ
、
用
い
て
い
る
。

そ
し
て
、名
児
耶
氏
は
、こ
の
「
定
家
様
（
て
い
か
よ
う
）」
の
意
義
に
つ
い
て
、「
基

本
的
に
は
狭
い
範
囲
で
言
う
定
家
流
。
も
っ
と
狭
く
言
え
ば
定
家
自
身
に
き
わ
め
て

近
い
筆
跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
超
え
て
―
中
略
―

『
定
家
流
』
に
同
じ
。
藤
原
定
家
以
外
に
継
承
さ
れ
た
定
家
の
特
色
あ
る
筆
致
』
あ

た
り
で
も
い
い
と
お
も
い
ま
す
。」（

13
）
と
述
べ
る
。

更
に
、
そ
の
書
風
の
特
徴
に
つ
い
て
は
「
一
字
一
字
の
文
字
の
線
の
太
い
細
い
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
何
と
い
っ
て
も
連
綿
が
な
い
で
す
ね
。
―
中
略
―

そ
れ
は
少
し
字
を
扁
平
に
し
ま
す
の
で
、
も
と
も
と
連
綿
が
少
な
い
の
で
す
。
―
中

略
―
そ
う
い
う
結
果
、
当
然
わ
か
り
や
す
い
字
だ
と
い
う
こ
と
も
言
え
ま
す
。」（

14
）

と
、
述
べ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
後
述
す
る
、
石
川
氏
が
述
べ
る
「
筆
記
の
書
」（

15
）

を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、二
〇
〇
九
年
刊
の
『
冷
泉
家
・
蔵
番
物
語
「
和
歌
の
家
」
千
年
を
ひ
も
と
く
』

の
中
で
、
冷
泉
為
人
氏
は
「
定
家
の
筆
跡
に
似
せ
た
書
体
は
『
定
家
様
』
と
よ
ば
れ

る
―
中
略
―
冷
泉
家
に
お
い
て
、
こ
の
定
家
様
が
登
場
す
る
の
は
応
仁
の
乱

（
一
四
六
七
―
七
七
）
後
の
、
七
代
為
和
の
時
か
ら
で
あ
る
。
―
中
略
―
為
和
以
後
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
冷
泉
家
代
々
の
当
主
は
定
家
様
を
踏
襲
す
る
。
そ
の
頃
か
ら
定

家
様
が
冷
泉
家
の
筆
様
と
し
て
『
ハ
レ
』（
表
向
き
）
の
書
体
と
な
っ
て
い
る
」（

16
）
と
、

述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
冷
泉
家
で
は
「
定
家
の
筆
跡
に
似
せ
た
書
体
」
を
「
定
家
様
」

と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

尚
、冷
泉
家
お
よ
び
名
児
耶
氏
に
よ
る
「
定
家
様
」
等
と
区
別
す
る
為
、本
稿
で
は
、

定
家
自
身
の
書
い
た
定
家
様
の
書
風
を
、
手し
ゅ
し
ょ書
「
定て
い
か家
様よ
う

」
と
記
す
。
尚
、「
手し
ゅ
し
ょ書
」

に
つ
い
て
は
、
堀
江
知
彦
氏
が
「
手
ず
か
ら
書
く
こ
と
。
ま
た
そ
の
自
筆
の
書
き
も

の
を
い
う
」（

17
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
自
筆
」
あ
る
い
は
「
真
筆
」
と
せ
ず
、「
手

書
」
と
し
た
の
は
、「
自
筆
」
は
自
ら
の
編
著
を
自
ら
が
書
写
し
た
場
合
の
み
、「
真
筆
」

に
は
他
者
の
編
著
を
書
写
し
た
場
合
と
い
う
区
別
が
あ
る
と
い
う
、
久
保
木
秀
夫
氏

の
御
教
示
を
参
考
と
し
た
。

古
来
、「
定
家
様
」、
或
は
「
定
家
流
」
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
定
家
独
自
の
書

風
が
、
年
齢
に
よ
り
変
化
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
定
家
の
書
風
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
飯
島
春
敬
氏
が
注

目
し
、
現
在
で
は
、
名
児
耶
明
氏
及
び
島
谷
弘
幸
氏
ら
に
よ
り
立
証
さ
れ
、
系
統
立

て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
飯
島
氏
は
、「
筆
者
の
一
生
を
通
じ
て
線
と
か
好
み
の
と
か

い
う
個
性
的
な
も
の
は
、
あ
ま
り
動
く
こ
と
の
な
い
場
合
が
多
い
」（

18
）
と
言
う
。

し
た
が
っ
て
、
手
書
「
定
家
様
」
の
書
風
は
、
自
ら
の
意
志
に
よ
り
変
化
さ
せ
ら
れ

た
と
言
う
稀
な
例
の
一
つ
で
あ
り
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期
推
定
の
手
掛

り
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
定
家
の
書
風
の
変
化
は
、
突
然
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
定
家
の
自
筆
お
よ
び
真
筆
の
内
、
た
と
え
ば
、
一
般
社
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団
法
人
書
芸
文
化
院
・
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
「
歌
合
切
」（
参
照
・
資
料
⑨
）
等
に

見
ら
れ
る
定
家
若
年
の
院
政
期
風
の
書
を
、
定
家
自
ら
の
意
志
で
、
年
月
を
掛
け
て

変
化
さ
せ
た
、
一
目
で
手
書
「
定
家
様
」
の
書
風
と
解
る
作
品
の
一
つ
が
、
定
家

五
十
五
歳
「
建
保
四
年
三
月
十
八
日
書
之
」
の
奥
書
が
あ
る
、定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』

で
あ
る
。
稿
者
は
、
こ
の
定
家
の
書
風
の
変
化
に
着
目
し
た
。

前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
臨
書
「
三

藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
の
存
在
も
未
詳
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
本
文

の
優
秀
性
の
み
な
ら
ず
、
手
書
「
定
家
様
」
の
書
風
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠

の
一
つ
と
し
て
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
は
、『
下
官
集
』
研
究
の
最
善
本
と

位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
に
は
欠
落
部
分
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

浅
田（
二
〇
〇
〇
）の
全
文
翻
刻
は
、京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵『
定

家
卿
書
式
』
模
本
」・
写
本
に
依
る
補
写
が
為
さ
れ
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
「
九

条
家
旧
蔵
本
『
詠
歌
大
概　

下
官
集
』」・
写
本
、
及
び
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
付
属
図
書
館
「
黒
川
文
庫
蔵
『
和
歌
玉
屑
抄
』・
写
本
に
よ
る
校
合
も
行
わ
れ

て
い
る
。

又
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
全
体
の
状
態
に
つ
い
て
言
え
ば
、
読
解
し
に
く

い
箇
所
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
浅
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
墨
を
た
っ

ぷ
り
付
け
過
ぎ
た
た
め
か
、
版
木
か
ら
紙
を
剝
す
際
に
表
面
が
剝
が
れ
残
っ
て
し
ま

い
、
白
く
空
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
が
あ
る
」（

19
）、
こ
と
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
、
同
一
の
版
木
か
ら
興
さ
れ
た
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
は
、
大
東

急
本
『
定
家
卿
模
本
』
よ
り
も
空
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
少
な
く
、「
全
体

に
墨
の
付
き
が
い
く
ぶ
ん
薄
く
、
大
東
急
本
よ
り
読
み
易
く
な
っ
て
い
る
」（

20
）、
す

な
わ
ち
、
よ
り
良
好
な
状
態
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
以
外
で
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
に
は
第
九
紙
が
存
在
す
る
が
、

大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
で
は
欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
後
掲
す
る
四
つ
の
奥

書
の
内
、
第
三
番
め
の
奥
書
（
極
書
）
の
最
後
の
行
「
享
禄
元
年
後
九
月
廿
八
日
老

衲
逍
遥
子
誌
」
お
よ
び
第
四
番
目
の
奥
書
（
書
写
奥
書
）
の
全
文
「
此
一
巻
堀
尾
出

雲
守
所
持
也
閑
／
覧
多
幸
之
余
令
書
写
了
／
慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日　

信
尹
」、
そ

し
て
、
刊
記
「
井
上
慶
寿
鐫
」
が
欠
落
し
て
い
る
。（
参
照
・
資
料
①
第
九
紙
）
即
ち
、

こ
の
模
刻
本
の
由
来
を
裏
付
け
る
三
藐
院
近
衛
信
尹
が
定
家
自
筆
本
を
書
写
し
た
記

事
及
び
、
こ
れ
を
鐫
し
た
職
人
名
と
い
う
重
要
な
情
報
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
み
、
第
三
紙
お
よ
び
第
五
紙
の
末
尾
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
三
、五
、
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
数
字
の
存
在
は
、
こ
の
二
本
の
模
刻
本
『
下
官
集
』
が
法

帖
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
一
の
版
木
か
ら
興
さ
れ
た
と

は
言
え
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
方
が
、
欠
落
等
が
少
な
く
、
状
態
も
良
好

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
を
善
本
と
し
、『
下
官
集
』

伝
本
の
研
究
を
進
め
る
。

尚
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群
の
う
ち
、〔
奥
書
１
〕

〔
奥
書
２
〕〔
奥
書
３
〕
の
注
記
に
は
、
奥
書
群
が
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
末
尾
に

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
紙
に
書
さ
れ
、
添
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
冊
子
本
で
は
考
え
に
く
い
。
従
が
っ
て
、
定
家

自
筆
『
下
官
集
』
は
、
巻
子
装
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
．『
下
官
集
』
模
刻
本
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」

Ⅰ
　
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
全
文
翻
刻

先
行
研
究
に
於
い
て
、『
下
官
集
』
伝
本
の
影
印
お
よ
び
翻
刻
が
、
共
に
公
刊
さ

れ
て
い
る
例
は
非
常
に
少
な
い
。
寡
聞
で
は
あ
る
が
、
稿
者
が
調
査
済
の
伝
本
で
は
、

浅
田
氏
の
一
連
の
『
下
官
集
』
研
究
に
於
け
る
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
み

で
あ
る
。
浅
田
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
全
文
翻
刻
、
浅
田
（
二
〇
〇
三
）
で
は
全
文
の

影
印
が
掲
載
さ
れ
、
現
在
、『
下
官
集
』
研
究
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
は
、
二
〇
一
一
年
、『
国
文
学
研
究
資
料
舘
報
』

第
五
七
号
「
新
収
資
料
紹
介
」
に
「
定
家
自
筆
本
の
風
姿
を
伝
え
る
模
刻
版
本
『
定
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家
卿
書
式
（
三
藐
院
殿
臨
）』」
と
題
さ
れ
た
浅
田
氏
の
紹
介
文
で
は
、
影
印
の
一
部

の
み
の
掲
載
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
全
文
の
影
印
（
参
照
・
資
料
①
）
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
翻
刻
を
再
掲
し
、「
Ⅲ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群

お
よ
び
刊
記
」
で
は
、
奥
書
群
の
読
み
下
し
文
を
、
掲
載
す
る
。

尚
、
比
較
の
為
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
欠
落
箇
所
を
傍
線
で
示
す
。
大

東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
に
、
共
に
存
在
す
る

欠
落
は
□
で
示
し
、読
解
不
可
能
の
文
字
は
■
で
示
す
。
又
、『
下
官
集
』
五
条
の
内
、

「
一　

嫌
文
字
事
」
の
条
に
、
書
写
の
際
に
間
違
い
易
い
「
か
な
（
女
手
）」
遣
い
の

基
準
例
を
示
す
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
例
と
な
る
「
か
な
（
女
手
）」
の
み
、
網
掛
け

を
し
、
そ
の
下
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
母
を
記
し
た
。

三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
（
細
字
）

（
表
紙
裏
書
）

僻
案 

人
不
用
又
不
可
用

事
也　
　
　
　

此
事
此
廿
余
年
以
来
之
人

殊
有
存
旨
歟
悉
被
書
改

大
略
皆
え
と
書
て
へ
と
ゑ
と

被
棄
歟
と
見
ほ
と
に
ふ
ゑ

　

絶
た
へ
許
ニ
此
字
出
来

言
語
に
も
美
□
女
房
達
は 

□
（
欠
落
↓
麗
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

　
　
　

月
次
の
え
み
む　
五
体
不
具 

『
詠
歌
大
概　

下
官
集
』
写
本
参
照
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
あ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
と 

〈
第
一
紙
〉

（
頭
註
）　　

一
書
始
草
子
事

如
狭
衣　
　
　

仮
名
物
多
置
右
枚
自
左
枚
書
始
之

物
語
ハ　
　
　

旧
女
房
所
書
置
皆
如
此
先
人
又

　
　
　
　
　
　

用
之
清
輔
朝
臣
又
用
之
或
自
右
枚
端

必
自
左　
　
　

書
之
伊
房
卿
如
此
下
官
付
此
説
模

翻
刻
・
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』（

21
）
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枚
書　
　
　
　

漢
字
之
摺
本
之
草
子
右
一
枚
白
紙

流
例
歟　
　
　

徒
然
似
無
其
詮
之
故
也

　
　
　
　

一　

嫌
文
字
事

　
　
　
　
　
　

他
人
惣
不
然
又
先
達
強
無
此
事
只
愚

　
　
　
　
　
　

意
分
別
之
極
僻
事
也
親
疎
老
少
一

　
　
　
　
　
　

人
無
同
心
之
人
尤
可
謂
道
理
況
亦

　
　
　
　
　
　

当
世
之
人
所
書
文
字
之
狼
籍
過
于

　
　
　
　
　
　

古
人
之
所
用
来
心
中
恨
之 

〈
第
二
紙
〉

 
緒
之
音　

を　
ち
り
ぬ
る
を
書
之

仍
欲
用
之　
　

 

□
（
欠
落
）
↓
し
（
東
京
大
学

 

　

を
み
な
へ
し　

を
と
は
山　

を
く
ら
山 

国
語
研
究
室
蔵
『
詠
歌
大

 

　

た
ま
の
を　

を
さ
　ゝ

を
た
え
の
は
□ 

概
下
官
集
』
写
本
参
照
。）

 

　

を
く
つ
ゆ　

て
に
を
は
の
詞
の
を
の
字 

＊
を
の
字
母
・
遠

 

尾
之
音　

お　
う
ゐ
の
奥
山
書
之
故
也

 

　

お
く
山　

お
ほ
か
た　

お
も
ふ　

お
し
む 

＊
お
の
字
母
・
於

 

　

お
と
ろ
く　

お
き
の
は　

お
の
へ
の
ま
つ

 

　

花
を
お
る　

時
お
り
ふ
し

 

え　

枝　
む
め
か
え

ほ
つ
え
　
ま
つ
か
え

し
つ
え
　
た
ち
え

　
　
　　

江 

＊
え
の
字
母
・
衣

 

　

笛
ふ
え　

断
た
え　

消
き
え　

越
こ
え　

き
こ
え 

＊
き
こ
え
の
え
の
字
母
・
江

 

　

見
え　

風
さ
え
て　

か
え
て
の
木　

え
や
は
い
ふ
き
の

 

へ　

う
へ
の
き
ぬ　

不
堪 

た
へ
す　
　

通
用
常
事
也　
　

し
ろ
た
へ 

＊
へ
の
字
母
・
阝

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三 

〈
第
三
紙
〉

以
之
可
為
証 

　
　

草
木
を
う
へ
を
く
栽
也　

と
し
を
へ
て

 

　

ま
へ
う
し
ろ　

こ
と
の
ゆ
へ　

栢　
か
へ

（
頭
註
）

近
代
之
人

多ふ
ゑ
と
か
く

古
人
所
詠
哥

あ
し
ま
よ
ふ

江
を
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や
へ
さ
く
ら
け
ふ
こ
ゝ
の
へ
に　

さ
な
へ

 

ゑ　

す
ゑ　

ゆ
く
ゑ　

こ
ゑ　

こ
す
ゑ 

＊
ゑ
の
字
母
・
恵

 

　

絵　

衛
士　

ゑ
の
こ　

詠 

ゑ
い
朗
詠　

産
穢
ゑ

 

　

垣
下
座
ゑ
ん
か
の
さ　

も
の
ゑ
ん
し　
怨

 

ひ　

こ
ひ　

お
も
ひ　

か
ひ
も
な
く　

い
ひ
し
ら
ぬ 

＊
ひ
の
字
母
・
比

 

　
　

あ
ひ
見
ぬ　

ま
ひ
ゝ
と　

う
ひ
こ
と

 

　

い
さ
よ
ひ
の
月　

但
此
字
哥
之
秀
句
之
時
皆
通
用

 

ゐ　

藍
あ
ゐ　

つ
ゐ
に 

遂
に
い
ろ
に
そ

い
て
ぬ
へ
き
　

池
の
い
ゐ 

＊
ゐ
の
字
母
・
為

 

　

よ
ゐ
の
ま 

よ
ひ
又
常
事
也

通
用
也　
　

　

お
ひ
ぬ
れ
は 

お
い
ぬ
れ
は

又
常
事
也

 

い　

に
し
の
た
い　

鏡
た
い　
　

天
か
い 

＊
い
の
字
母
・
以

 

〈
第
四
紙
〉

　
　

右
事
ハ
非
師
説
只
発
自
愚
意
見

　
　

旧
草
子
了
見
之

一　

仮
名
字　

か
き
つ
ゝ
く
る
事

と
し
の
う　

ち
に
は　

る
は
き
に
け　

り
ひ

と
ゝ
せ
を
こ　

そ
と
や
い　

は
む
こ
と
し

　
　

如
此
書
時　

よ
み
と
き
か
た
し　

句
を

　
　

か
き
ゝ
る
大
切　

よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也

と
し
の
う
ち
に　

は
る
は
き
に
け
り　

ひ
と
ゝ
せ
を

こ
そ
と
や
い
は
む　

こ
と
し
と
や
い
は
む　

仮
令
如
此
書

一　

書
哥
事

　

知
物
様
之
人
称
故
実
態
以
上
句
之
末

　

下
句
之
行
之
上
に
書

　

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は　

さ
む
か

　

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五 

〈
第
五
紙
〉
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如
此
書
雖
有
其
説
当
時
至
愚
之
性
迷

　

而
不
弁
上
下
句
只
付
読
安
可
用
左
説

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

真
名
を
書
交
字
或
ハ
落
字
之
時

上
句
一
行
に
た
ら
す
な
れ
と
も
只
如
闕
字

其
所
を
置
て
次
の
行
に
可
書
下
句
之
由
渋
之

一　

草
子
付
色
々
符シ
ル
シ事　

和
漢
有
之

　
　

仮
令

　
　
　

古
今
和
哥
集
巻
第
二

　
　
　
　

如
此
之
所
也

　
　
　

左
枚
書
始
其
事
時
多
付
件
枚

　
　
　

清
輔
朝
臣
如
此
付 

〈
第
六
紙
〉

　
　
　

 

先
人
左
枚
雖
書
之
付
不
書
右
枚

　
　
　

 

下
官
用
之　

以
右
手
引
披
依
有
便
也

　
　
　
　

 

已
上
先
人
下
官
存
之
他
人
不
同
心

（
奥
書
１
）

二
条
中
将
為
衡
朝
臣
筆
（
細
字
）

未
被
及
御
覧
候
歟
之
由
存
候
■
■
（
細
字
） 

■
■
（
読
解
不
可
能
）

定
家
卿
筆
作
候
故
進
上
仕
候

相
構
々
可
有
御
隠
密
候
哉
比
興
々本
ノ
マ
ゝ々

　
　

此
紙
者
コ
ハ
杉
原
歟
（
細
字
） 

〈
第
七
紙
〉
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（
奥
書
２
）

定
家
卿
真
跡
也　

為
衡
朝
臣
進

養
徳
院
予
伝
領
之
可
秘花

押

　
　
　

此
紙
者
ウ
チ
ク
モ
リ
（
細
字
）

（
奥
書
３
）

　
　
　
　

是
ハ
即
鳥
子
也
（
細
字
）

右
奥
書
判
形
雖
不
知
之
実
相
院
准
后
義
運

大
僧
正
歟
筆
跡
相
似
者
也
彼
准
后
者
養
徳
院

贈
左
相
府 
鹿
苑
院
殿
御
舎
弟
権
大
納
言

満
詮
号
小
川
殿　
　
　
　

 

子
息
也
相
伝
有
其

由
歟
為
衡
朝
臣
者
二
条
家
正
流
為
遠
卿
子
也

家
之
文
書
悉
相
伝
之
仁
所
進
養
徳
院
無
疑
者

乎
尤
可
秘
蔵
者
也 

〈
第
八
紙
〉

享
禄
元
年
後
九
月
廿
八
日
老
衲
逍
遥
子
誌

（
書
写
奥
書
）

　
　

此
一
巻
堀
尾
出
雲
守
所
持
也
閑

　
　

覧
多
幸
之
余
令
書
写
了

　
　
　

慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日　

信
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
慶
寿
鐫
（
細
字
） 

〈
第
九
紙
〉
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Ⅱ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
本
文

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
本
文
で
は
、『
下

官
集
』
五
条
の
前
に
、「
僻
案
」
と
題
さ
れ
た
表
紙
裏
書
が
存
在
す
る
。

「
僻
案
」
が
記
さ
れ
て
い
る
位
置
は
一
定
と
は
言
え
ず
、『
下
官
集
』
本
文
の
前
に

存
在
す
る
伝
本
は
、
二
本
の
模
刻
本
と
そ
の
転
写
本
の
他
に
、
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
蔵
『
僻
案
』・
写
本
（
奥
書
に
よ
れ
ば
、
藤
原
為
家
筆
本
を
、
冷
泉
為
満

（
一
五
五
九
〜
一
六
一
九
）が
書
写
）の
み
で
あ
る
。『
下
官
集
』本
文
末
尾
に「
僻
案
」

が
「
袖
書
云
」
と
し
て
存
在
す
る
伝
本
と
し
て
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
「
九

条
家
旧
蔵
本
『
詠
歌
大
概　

下
官
集
』」
が
あ
る
。
又
、
二
種
連
写
本
と
呼
ば
れ
、

二
本
の
『
下
官
集
』
が
前
後
に
並
ぶ
と
言
う
特
殊
な
形
態
を
持
つ
伝
本
の
一
つ
、
静

嘉
堂
文
庫
蔵
『
下
官
集
』
で
は
、
後
に
位
置
す
る
『
下
官
集
』
の
末
尾
に
「
僻
案
」

が
「
表
紙
裏
書
云
」
と
し
て
、記
載
さ
れ
て
い
る
。「
僻
案
」
の
位
置
は
多
様
で
あ
る
。

ま
た
、国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
に
は
、「
一　

書
始
草
子
事
」
の
条
、
お
よ
び
「
一　

嫌
文
字
事
」
の
条
の
「
え
」
の
項
の
上
、
そ

れ
ぞ
れ
に
、
細
字
の
手
書
「
定
家
様
」
で
頭
注
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
頭
注
も
、

調
査
済
伝
本
の
全
て
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
模
刻
本
で
あ
る
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿

模
本
』
本
文
の
冒
頭
に
は
、
明
ら
か
に
定
家
と
は
別
筆
の
細
字
で
「
三
藐
院
関
白
臨

定
家
卿
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
別
筆
の
細
字
は
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

の
み
に
存
在
す
る
。
巻
末
の
刊
記
「
井
上
慶
寿
鐫
」
と
同
筆
で
あ
る
。

模
刻
本
の
「
僻
案
」
お
よ
び
『
下
官
集
』
五
条
の
紹
介
、
そ
し
て
、
内
容
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
浅
田
（
二
〇
〇
〇
）
及
び
、
浅
田
（
二
〇
〇
一
）
に
、
大
東
急
本
『
定

家
卿
模
本
』
を
底
本
と
し
て
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は
「
僻
案
」
及
び
『
下
官
集
』
五
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

を
底
本
と
し
、
簡
略
に
記
す
。

「
僻
案
」
す
な
わ
ち
、『
下
官
集
』
五
条
の
前
に
位
置
す
る
表
紙
裏
書
に
は
、「
此

廿
余
年
以
来
」
の
「
え
・
へ
・
ゑ
」
の
仮
名
遣
の
乱
れ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
下
官
集
』
本
文
末
に
執
筆
年
月
日
の
記
載
が
無
い
た
め
年
代
の
特
定
は
出
来
な
い

が
、
定
家
は
、
人
々
が
「
エ
」
の
音
節
を
「
え
」
と
表
記
し
、「
へ
」「
ゑ
」
を
用
い

な
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
口
語
で
も
「
ヱ
」
と
発
音
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
エ
」
と

発
音
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

「
一　

書
始
草
子
事
」
の
条

こ
の
条
は
、
草
子
（
冊
子
本
）
の
書
記
作
法
、
即
ち
、
見
開
き
の
何
方
の
頁
か
ら

書
き
始
め
る
か
に
つ
い
て
言
及
し
、
漢
字
の
摺
本
す
な
わ
ち
「
当
時
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
宋
版
本
」（

22
）
に
倣
い
、
右
頁
の
端
か
ら
書
く
こ
と
を
採
用
し
、
そ
し
て
、

右
頁
の
一
枚
を
空
白
に
し
て
お
く
の
は
無
駄
で
あ
り
意
味
が
な
い
、
と
い
う
見
解
を

述
べ
て
い
る
。

「
一　

嫌
文
字
事
」
の
条

定
家
自
身
の
発
案
な
の
で
「
他
人
惣
不
然
」、
す
な
わ
ち
、「
他
人
は
仮
名
を
使
い

分
け
る
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
記
し
、
同
音
語
に
お
け
る
「
を
」「
お
」
の
使

用
区
分
を
始
め
と
す
る
、
後
世
、「
定
家
仮
名
遣
」
と
称
さ
れ
る
用
例
を
示
す
。

「
一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」
の
条

和
歌
三
十
一
文
字
、五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
句
毎
の
切
れ
目
を
無
視
し
た
連
綿
を
「
よ

み
と
き
か
た
し
」
と
批
判
し
、
句
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
仮
名
字
を
区
切
る
こ
と
を
、

「
よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也
」
と
述
べ
、
和
歌
書
記
の
基
準
例
を
示
す
。

「
一　

書
哥
事
」
の
条

こ
の
条
は
冊
子
に
和
歌
を
二
行
に
書
く
要
領
で
あ
る
。
物
の
様
を
知
る
人
が
「
故

実
」
と
稱
し
て
、
態
と
上
句
の
末
尾
を
二
行
目
の
下
句
の
上
に
送
っ
て
書
く
「
よ
み

と
き
か
た
し
」
例
に
対
し
、
和
歌
を
上
句
・
下
句
に
二
分
し
て
書
く
「
よ
み
や
す
き

ゆ
へ
也
」
と
い
う
、
規
準
例
を
示
す
。

さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
風
は
さ
む
か
ら
て

そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
け
る

な
お
、
こ
の
定
家
が
批
判
す
る
「
故
実
」
に
相
当
す
る
和
歌
書
記
は
、
調
度
手
本
と

称
さ
れ
る
、
平
安
時
代
後
期
の
写
本
に
、
数
多
く
見
ら
れ
る
（
23
）。
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「
一　

草
子
付
色
々
符
事 

和
漢
有
之
」
の
条

「
草
子
付
色
々
符
事 

和
漢
有
之
」
と
は
、
目
指
す
場
所
を
開
き
易
く
す
る
た
め
に
、

「
草
子
に
色
々
の
付
箋
を
つ
け
る
こ
と
。
こ
れ
は
和
書
で
も
漢
籍
で
も
行
わ
れ
る
こ

と
」（

24
）
の
意
、
で
あ
る
。

「
冷
泉
家　

王
朝
の
和
歌
守
展
」（
二
〇
〇
九
年
）
で
展
示
さ
れ
た
、
藤
原
定
家
等

筆
『
散
木
奇
歌
集
』（
安
貞
二
年
・
一
二
二
八
写
）
を
始
め
と
す
る
和
歌
集
に
、「
色
々

符
」、す
な
わ
ち
、料
紙
等
の
小
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、「
漢
」

の
付
箋
の
資
料
は
未
見
で
あ
る
。

以
上
、『
下
官
集
』
五
条
の
内
容
か
ら
言
え
ば
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
執
筆

意
図
は
、
和
歌
を
「
か
な
（
女
手
）」
の
み
な
ら
ず
、
漢
字
を
も
用
い
て
書
記
す
る

際
の
誤
写
お
よ
び
誤
読
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
よ
み
や
す
き
ゆ
へ
也
」、

更
に
「
使
い
易
き
」
を
も
念
頭
に
置
い
た
和
歌
書
記
の
作
法
書
で
あ
り
、
ま
た
冊
子

本
作
製
の
た
め
の
実
用
的
な
指
導
書
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
下
官
集
』
が
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
的
学
書
」（

25
）
と
、
謂
わ
れ
る
の
も
頷
け
る
。

Ⅲ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群
お
よ
び
刊
記

前
述
し
た
よ
う
に
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
本
文
に
は
、
定
家
自
筆
で
あ
る

こ
と
を
示
す
定
家
の
署
名
お
よ
び
、書
写
年
月
日
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、こ
の『
下

官
集
』
本
文
が
、
定
家
自
筆
本
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
来
歴
を
示
す
の
が
、

本
文
に
続
く
奥
書
群
で
あ
る
。
尚
、
奥
書
群
の
内
、〔
奥
書
１
〜
３
〕
の
内
容
は
『
下

官
集
』
伝
来
に
関
す
る
識
語
、
そ
し
て
、〔
奥
書
４
〕
は
書
写
奥
書
で
あ
る
。
以
下
、

原
本
の
読
み
下
し
文
を
示
す
。

〔
奥
書
１
（
本
奥
書
）〕

二
条
中
将
為
衡
朝
臣
の
筆
。（
細
字
）

未
だ
御
覧
に
及
ば
れ
ず
候
ふ
か
の
由
、
存
じ
候
ふ
。
■
■ 

■
■
細
字
・
読
解
不
可
（
亭
感
？
）

定
家
卿
の
筆
作
に
候
ふ
故
、
進
上
仕
り
候
ふ
。

相
構
へ
て
御
隠
密
有
る
べ
く
候
ふ
か
。
比
興
々本
ノ
マ
ゝ々

。

　
　

此
紙
は
コ
ハ
杉
原
か
。（
細
字
）

〔
奥
書
２
（
伝
領
奥
書
）〕

定
家
卿
の
真
跡
な
り
。
為
衡
朝
臣
養
徳
院
に
進
ら
す
。

予
之
を
伝
領
す
。
秘
す
べ
し
。

花
押

　
　

此
紙
は
ウ
チ
ク
モ
リ
。（
細
字
）

〔
奥
書
３
（
極
書
）〕

　
　

是
ハ
即
ち
鳥
子
な
り
。（
細
字
）
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右
奥
書
の
判
形
之
を
知
ら
ず
と
雖
も
実
相
院
准
后
義
運

大
僧
正
か
。
筆
跡
相
似
る
者
な
り
。
彼
の
准
后
は
養
徳
院

贈
左
相
府　
﹇
割
注
﹈
鹿
苑
院
殿
御
舎
弟
権
大
納
言

満
詮
号
小
川
殿　
　
　
　

の
子
息
な
り
。
相
伝
其
の
由
有
る
か
。

為
衡
朝
臣
は
二
条
家
正
流
為
遠
卿
の
子
な
り
。

家
の
文
書
悉
く
相
伝
の
仁
。
養
徳
院
に
進
ら
す
所
、
疑
ひ
無
き
者
か
。

尤
も
秘
蔵
す
べ
き
者
な
り
。

　

享
禄
元
年
後
九
月
廿
八
日
老
衲
逍
遥
子
誌
す
。

〔
奥
書
４
（
書
写
奥
書
）〕

此
一
巻
堀
尾
出
雲
守
所
持
な
り
。

　
　
　

閑
覧
多
幸
の
余
り
書
写
せ
し
め
了
ん
ぬ
。

　
　
　

 

慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日　

信
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
慶
寿
鐫
（
細
字
）

〔
奥
書
１
〕
の
冒
頭
に
は
、
奥
書
本
文
に
比
べ
る
と
細
字
で
書
さ
れ
た
、
注
記
「
二

条
中
将
為
衡
朝
臣
筆
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
注
記
に
記
さ
れ
た
人
物
は
、逍
遥
子
（
三

条
西
実
隆
）
の
記
し
た
〔
奥
書
３
（
極
書
）〕
に
よ
れ
ば
、
御
子
左
家
嫡
流
の
二
条

為
遠
（
一
三
四
二
〜
一
三
八
一
）
の
子
・
為
衡
で
あ
る
。
そ
し
て
、〔
奥
書
１
〕
の

内
容
は
、
二
条
為
衡
が
貴
重
な
伝
書
、
即
ち
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
、
足
利
三
代

将
軍
義
満
（
一
三
五
八
〜
一
四
〇
八
）
の
弟
・
養
徳
院
（
足
利
満
詮
・
応
永
二
五
年

（
一
四
一
九
）
没
）
に
進
上
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、二
条
為
衡
が
定
家
自
筆
『
下

官
集
』
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
伝
書
の
由
緒
の
正
し
さ
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
二
条
為
衡
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
応
永
十
六
年

（
一
四
〇
九
）
の
内
裏
歌
会
に
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
消
息
は
解
ら

な
い
（
26
）
と
言
う
。

〔
奥
書
２
〕
は
、〔
奥
書
３
〕
に
よ
れ
ば
、
養
徳
院
の
子
・
実
相
院
准
后
義
運
大
僧

正
の
伝
領
奥
書
と
考
え
ら
れ
る
。
義
運
は
満
詮
の
子
で
あ
る
か
ら
、
伝
領
は
不
自
然

で
は
な
い
。

〔
奥
書
３
〕
は
、
逍
遥
子
、
即
ち
、
歌
人
・
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
三
条
西
実
隆

（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
が
、〔
奥
書
１
〕
お
よ
び
、〔
奥
書
２
〕
の
内
容
を
保
証

す
る
、
極
書
で
あ
る
。
こ
の
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
三
条
西
実
隆
が
所
持
し
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、〔
奥
書
１
〕
〜
〔
奥
書
３
〕
の
奥
書
群
が
伝
え
る
よ
う
に
、
御
子
左
家
嫡

流
の
二
条
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
伝
書
、
す
な
わ
ち
、
定
家
自
筆
『
下

官
集
』
は
、
二
条
為
衡
の
時
代
に
流
出
し
、
そ
れ
が
足
利
満
詮
、
そ
し
て
、
そ
の
子
・

義
運
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
奥
書
４
（
書
写
奥
書
）〕
に
よ
る
と
、
義
運
所
蔵
後
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
は
、

豊
臣
三
老
中
の
一
人
、
出
雲
富
田
城
々
主
・
堀
尾
出
雲
守
（
堀
尾
義
晴
・
一
五
三
四

〜
一
六
一
一
）
の
所
有
と
な
り
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
能
書
・
近
衛
信
尹

（
一
五
六
五
〜
一
六
一
四
）
が
、
三
十
八
歳
の
年
に
、「
此
一
巻
」
す
な
わ
ち
、
定
家
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自
筆
『
下
官
集
』
を
閑
覧
し
、
書
写
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
時
点
に
於
け
る
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
以
降
、
そ
の
所
在
は
未
詳
で
あ
る
。

そ
し
て
、〔
奥
書
４
（
書
写
奥
書
）〕
の
後
に
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
刊
記
「
井
上

慶
寿
鐫
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
近
衛
信
尹
に
よ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
臨

書
が
江
戸
後
期
に
伝
存
し
、
そ
れ
を
、
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
が
鐫
し
た
こ
と
を
裏
付

け
て
い
る
。
井
上
慶
寿
に
つ
い
て
は
、「
五
．「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
と
名
彫

師
・
井
上
慶
寿
」
で
後
述
す
る
。

な
お
、
近
衛
信
尹
が
臨
写
し
た
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
、
浅
田
氏
は
、「
信
尹

模
写
本
」（
浅
田
（
二
〇
〇
三
）
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
模
写
」
と
は
、「
ど

の
よ
う
な
方
法
で
書
写
す
る
か
に
よ
っ
て
、（
１
）
透
写
、（
２
）
臨
写
、（
３
）
双

鉤
塡
墨
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
」（

27
）
と
言
う
複
製
方
法
の
総
称
で
あ
る
。

更
に
、「
近
衛
信
尹
筆
『
定
家
熊
野
懐
紙
』
写　

一
葉
」（
近
衛
家
熙
『
予
楽
院
模

写
手
鑑
所
収
）
陽
明
文
庫
蔵
（
参
照
・
資
料
②
）
等
、
が
示
す
よ
う
に
、
近
衛
信
尹

は
臨
書
の
名
手
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「（
２
）
臨
写
」、
即
ち
「
親
本
を
横
に

お
い
て
よ
く
見
な
が
ら
原
本
通
り
に
真
似
て
書
き
写
す
方
法
」（

28
）
が
相
応
し
い
と

思
う
。
そ
の
為
、
本
稿
で
は
、
信
尹
臨
写
本
、
と
記
す
。

た
だ
し
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
『
下

官
集
』
本
文
は
、
臨
写
で
あ
る
が
、
奥
書
群
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
近
衛
信
尹

に
よ
る
、
定
家
の
書
の
倣
書
で
あ
る
。

所
謂
「
定
家
様
」
で
書
さ
れ
て
い
る
〔
奥
書
１
〕
〜
〔
奥
書
４
〕
は
、
書
風
か
ら

見
て
、
近
衛
信
尹
の
倣
書
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
群
の
倣
書
の
特
徴
は
、
丁
寧
な
筆
致

で
臨
写
さ
れ
た
『
下
官
集
』
本
文
と
比
較
す
る
と
、
や
や
筆
勢
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。

後
述
す
る
が
、
近
衛
信
尹
の
書
の
特
徴
は
筆
勢
の
見
事
さ
に
あ
る
。
そ
の
筆
勢
が
、

こ
れ
ら
倣
書
に
も
滲
み
で
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
尚
、〔
奥
書
３
〕
の
逍
遥
子
に

よ
る
極
書
の
書
風
と
、
逍
遥
子
（
三
条
西
実
隆
）
自
筆
の
書
（
29
）、
と
を
比
較
し
た

が
異
筆
で
あ
っ
た
。
従
が
っ
て
、
こ
れ
も
手
書
「
定
家
様
」
の
倣
書
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
下
官
集
』〔
奥
書
４
〕
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「
慶
長
八
年
卯
月
廿

五
日　

信
尹
」
の
、「
信
尹
」
と
記
さ
れ
た
署
名
は
、
倣
書
で
は
な
く
、
近
衛
信
尹

の
自
運
す
な
わ
ち
自
筆
の
書
で
あ
る
（
参
照
・
資
料
①
第
九
紙
）。

尚
、
こ
の
署
名
が
、
信
尹
自
運
で
あ
る
裏
付
け
と
し
て
、
以
下
の
例
を
挙
げ
る
。

『
近
衛
信
尹
筆 

和
歌
懐
紙
』（
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）「
当
家
会
初
」
陽
明
文
庫
蔵
、

（
参
照
・
資
料
③
）
に
「
信
尹
」
の
署
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
署
名
に
は
、
前
田
多

美
子
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
正
面
を
向
い
た
左
右
対
称
の
形
で
は
な
い
。
そ
れ
な

の
に
不
思
議
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
躍
動
す
る
均
衡
と
い
う
べ
き

か
」（

30
）、
即
ち
、『
下
官
集
』〔
奥
書
４
〕
の
、
や
や
右
側
に
傾
い
て
記
さ
れ
て
い
る

「
信
尹
」
の
署
名
と
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
但
し
『
下
官
集
』
の
署
名
の
方
が
、

尊
崇
す
る
定
家
の
自
筆
本
の
臨
写
、
即
ち
「
晴
れ
」
の
書
で
あ
る
為
か
、
整
っ
た
字

形
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
所
収
「
57　

短
冊
」
と
題
さ
れ
た
短
冊
（
31
）
の
「
立

春
」、
そ
し
て
、
前
述
し
た
、
近
衛
信
尹
筆
『
定
家
熊
野
懐
紙
』
写　

一
葉
（
近
衛

家
熙
『
予
楽
院
模
写
手
鑑
』
所
収　

陽
明
文
庫
蔵
（
32
）（
参
照
・
資
料
②
）
の
左
端

に
あ
る
書
入
れ
に
見
ら
れ
る
「
信
尹
」
の
署
名
等
に
も
、
ま
た
、
前
田
氏
が
述
べ
る

特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
署
名
の
書
風
の
類
似
も
、又
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』

お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
親
本
が
、
信
尹
臨
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

尚
、
能
書
・
近
衛
信
尹
に
つ
い
て
は
、「
四
．
藤
原
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
と
能
書
・

近
衛
信
尹
」
で
後
述
す
る
。

ま
た
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
本
文
の
紙
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
、
大
東
急

本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群
の
内
、〔
奥
書
１
〕〔
奥

書
２
〕〔
奥
書
３
〕
そ
れ
ぞ
れ
に
、
細
字
で
記
さ
れ
た
、
紙
に
関
す
る
注
記
が
見
ら

れ
る
（
参
照
・
資
料
①
第
七
〜
八
紙
）。

〔
奥
書
１
〕
の
文
末
の
注
記
に
見
ら
れ
る
「
此
紙
者
コ
ハ
杉
原
歟
」
の
「
コ
ハ
杉
原
」

は
、「
杉
原
紙
の
一
種
で
、
よ
り
堅
く
て
厚
く
、
主
と
し
て
加
賀
（
石
川
県
）
に
産
し
、
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強
紙
と
も
よ
ば
れ
、
中
世
の
文
献
に
は
数
多
く
見
ら
れ
」
る
（
33
）
と
言
う
、
即
ち
、

主
と
し
て
中
世
に
使
用
さ
れ
た
紙
で
あ
る
。
そ
し
て
、〔
奥
書
２
〕
文
末
の
注
記
「
此

紙
ウ
チ
ク
モ
リ
」
の
「
ウ
チ
ク
モ
リ
」
は
、「
う
ち
く
も
が
み
」
と
も
呼
ば
れ
消
息

の
料
紙
の
ほ
か
、
色
紙
・
短
冊
・
懐
紙
・
表
紙
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
っ

て
愛
好
さ
れ
た
紙
、
そ
し
て
〔
奥
書
３
〕
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
注
記
「
是
ハ
即
鳥

子
也
」
の
「
鳥
子
」
は
、「
雁
皮
よ
り
製
す
る
と
こ
ろ
の
紙
で
あ
り
、
鳥
子
な
る
名

称
は
中
世
に
至
っ
て
初
め
て
あ
ら
わ
る
る
」（

34
）、
と
呼
ば
れ
る
紙
で
あ
る
。

こ
れ
ら
奥
書
群
の
注
記
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、〔
奥
書
１
〕「
コ
ハ
杉
原
」、〔
奥

書
２
〕「
ウ
チ
ク
モ
リ
」、〔
奥
書
３
〕「
鳥
子
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
る

紙
の
種
類
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
言
及
し
て
い
る
。
従
が
っ
て
、
こ
の
紙
に
関

す
る
注
記
は
、
奥
書
群
が
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
末
尾
の
余
白
に
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
、別
紙
に
書
か
れ
、添
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
注
記
も
、
書
風
お
よ
び
筆
勢
か
ら
見
て
、
近
衛
信
尹
の
倣
書
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
近
衛
信
尹
は
、
尊
崇
す
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』

の
本
文
を
臨
写
、
そ
し
て
奥
書
は
倣
書
、
更
に
奥
書
を
記
し
た
紙
の
質
に
至
る
ま
で
、

丁
寧
に
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貴
重
な
定
家
の
書
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
来
歴
を

も
正
確
に
残
そ
う
と
し
た
信
尹
の
、
定
家
へ
の
畏
敬
の
念
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
、
思

わ
れ
る
。

三
．
法
帖
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」

前
述
し
た
よ
う
に
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

本
文
の
前
に
は
、
こ
の
模
刻
本
の
由
来
を
示
す
表
題
、
す
な
わ
ち
、「
三
藐
院
関
白

臨
定
家
卿
書
」
が
、
本
文
と
は
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
（
参
照
・
資
料
①
第
一
紙
）。

更
に
、
奥
書
群
の
後
に
記
さ
れ
た
刊
記
は
、
江
戸
後
期
の
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
が

鐫
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
参
照
・
資
料
①
第
九
紙
）。
尚
、
表
題
「
三
藐
院
関

白
臨
定
家
卿
書
」
と
刊
記
の
書
風
を
比
較
し
た
結
果
、
同
筆
で
あ
り
、「
五
．『
三
藐

院
関
白
臨
定
家
卿
書
』
と
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
」
で
後
述
す
る
よ
う
に
、「『
集
古
法
帖
』

井
上
清
風
跋
」（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
、「
井
上
慶
寿
拝
記
」
と
、
記
さ
れ
て
い
る
書
風

と
一
致
す
る
。

こ
の
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
の
表
題
を
持
つ
、
模
刻
本
・
大
東
急
本
『
定

家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
存
在
、
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を

裏
付
け
る
の
が
、
浅
田
氏
が
『
か
が
み
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
三
年
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
、
江
戸
後
期
に
出
版
さ
れ
た
大
阪
の
国
学
者
・
尾
崎
雅
嘉
（
一
七
五
五
〜

一
八
二
七
）
著
『
群
書
一
覧　

二
』、
法
帖
部
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」

（
享
和
二
、一
八
〇
二
刊
）
の
記
述
で
あ
る
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、「
寛
政
中
江
都
井
ノ
上
慶
寿
蔵
刻
に
し
て
定
家
卿
自

筆
の
か
な
づ
か
ひ
の
巻
を
近
衛
関
白
信
尹
公
の
臨
書
し
た
ま
へ
る
も
の
也
」
は
、
寛

政
年
間（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）に
近
衛
信
尹
が
臨
書（
臨
写
）し
た
定
家
自
筆『
下

官
集
』、
即
ち
、
信
尹
臨
写
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
「
井
ノ
上
慶
寿
蔵

刻
に
し
て
」
は
、井
上
慶
寿
が
信
尹
臨
写
本
を
刻
し
た
版
木
を
所
蔵
し
、こ
れ
を
「
三

藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」
と
し
て
、
刊
行
し
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。

こ
の
『
群
書
一
覧
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
浅
田
氏
が
、「
寛
政
は
享
和
の
一
つ
前

の
元
号
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
だ
か
ら
、『
群
書
一
覧
』
刊
行
に
近
接
し
た
時

期
の
こ
と
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
情
報
と
思
う
」（
浅
田
（
二
〇
〇
三
）
二
頁
）
と
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
妥
当
で
あ
る
。

又
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
『
下
官
集
』

本
文
は
、「
一　

書
始
草
子
事
」、「
一　

嫌
文
字
事
」、「
一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く

る
事
」「
一　

書
哥
事
」「
一　

草
子
付
色
々
符
事　

和
漢
有
之
」
の
、
五
条
構
成
で

あ
る
。『
群
書
一
覧
』
で
は
、「
巻
首
に　

書
始
草
子
事　

次
に
嫌
文
字
ノ
事
あ
り
」

と
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
と
一
致
し
、「
巻
末
に
二
条
中
将
為
衡
朝
臣　

実
相
院

准
后
義
運
大
僧
正　

逍
遥
院
実
隆
公
の
奥
書
有
」
と
い
う
、
奥
書
群
に
関
す
る
記
述

の
内
容
も
一
致
す
る
。
更
に
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』（
完
本
）
に
の
み
見
ら
れ

る
書
写
奥
書
に
つ
い
て
、「
又
三
藐
院
殿
奥
書
に
曰　

此
の
一
巻
堀
尾
出
雲
守
所
持

也　

閑
覧
多
幸
之
余
令
書
写
畢
ヌ　

信
尹
」
と
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
、
近
衛
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信
尹
が
臨
写
し
た
内
容
も
一
致
し
て
い
る
。

尚
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
が
、『
群
書
一
覧　

二
』
法
帖
部
「
三
藐
院
関
白
臨
定

家
卿
書　

一
帖
」
の
文
末
で
は
、行
阿
著
『
假
名
文
字
遣
』（

35
）
の
序
文
を
踏
ま
え
、「
按

ず
る
に
行
阿
の
か
な
つ
か
ひ
ハ
親
行
の
手
よ
り
出
て
定
家
卿
合
点
の
書
也
」
と
述
べ

た
上
で
、「
此
一
巻
は
実
に
定
家
卿
が
筆
の
か
な
づ
か
ひ
な
る
も
の
な
る
べ
し
」
と
、

「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」
を
、
定
家
自
筆
の
「
か
な
づ
か
ひ
」
の
書
と

認
識
し
て
い
る
。
既
に
こ
の
時
代
、
一
般
的
に
、
又
、
尾
崎
雅
嘉
自
身
も
、『
下
官
集
』

を
「
定
家
仮
名
遣
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、『
群
書
一
覧
』
の
刊
行
後
、
法
帖
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」

の
底
本
、
即
ち
信
尹
臨
写
本
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
と
同
様
、

現
在
に
至
っ
て
も
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
帖
と
は
言
え
、『
下
官
集
』
伝

本
中
、
唯
一
、
手
書
「
定
家
様
」
の
書
風
を
も
伝
え
る
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
二
本
の
模
刻
本
は
、『
下
官
集
』
研
究
を
進

め
る
に
際
し
て
、
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

四
．
藤
原
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
と
能
書
・
近
衛
信
尹

前
述
し
た
よ
う
に
、
藤
原
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
写
し
た
の
は
能
書
・
三
藐

院
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五
〜
一
六
一
四
）
で
あ
る
。
近
衛
信
尹
は
、
当
時
の
公
家
社

会
に
於
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
、
尊
円
親
王
（
一
二
九
八
〜
〜
一
三
五
六
）
を

初
祖
と
す
る
青
蓮
院
流
の
書
を
学
び
、
育
っ
た
。
青
蓮
院
流
は
、
青
蓮
院
門
主
・
尊

円
法
親
王
が
「
当
時
の
世
尊
寺
流
の
筆
法
に
あ
き
た
ら
ず
、
上
代
の
道
風
、
佐
理
、

行
成
の
書
法
を
参
酌
し
て
新
た
に
一
家
の
法
を
立
て
、
豊
麗
円
勁
な
書
風
」（

36
）
で

あ
る
。
そ
の
尊
円
法
親
王
の
消
息
の
影
印
（
37
）
等
に
見
ら
れ
る
、
豊
か
で
流
麗
な
、

し
か
も
芯
の
通
っ
た
書
風
で
あ
る
。
こ
の
書
風
と
比
較
す
る
と
、
定
家
自
身
が
自
ら

評
し
て
「
鬼
の
如
し
」（

38
）
と
言
う
書
風
に
、
信
尹
は
、
歌
人
お
よ
び
歌
学
者
と
し

て
の
藤
原
定
家
を
尊
崇
す
る
の
み
な
ら
ず
、
傾
倒
し
た
と
言
う
。

ま
た
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
書
写
奥
書
（
奥
書
４
）
で
は
、「
堀
尾
出
雲

守
所
持
」
の
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
如
何
な
る
経
緯
で
披
見
し
た
か
に
つ
い
て
は

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
此
一
巻
」
即
ち
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
「
閑

覧
多
幸
の
余
り
書
写
せ
し
め
了
ん
ぬ
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
文
意
は
、
近
衛
信
尹
の
尊

崇
す
る
定
家
の
書
を
閑
覧
し
、
臨
写
し
た
喜
び
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

近
衛
信
尹
は
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
写
し
た
際
、
定
家
独
自
の
書
風
を
見

事
に
再
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
信
尹
臨
写
本
を
親
本
と
す
る
、
法
帖
「
三
藐
院
関

白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」す
な
わ
ち
、東
急
本『
定
家
卿
模
本
』お
よ
び
国
文
研
本『
定

家
卿
書
式
』
本
文
の
書
体
（
書
風
）
が
、
正
し
く
所
謂
「
定
家
様
」
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
野
晋
ら
が
、
こ
の
書
風

お
よ
び
『
下
官
集
』
五
条
の
内
容
の
優
秀
性
を
根
拠
と
し
て
、
大
東
急
本
『
定
家
卿

模
本
』
を
『
下
官
集
』
研
究
の
最
善
本
と
位
置
付
け
た
こ
と
も
、
能
書
・
近
衛
信
尹

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
、
と
言
え
る
。

近
衛
信
尹
は
青
蓮
院
流
を
、
信
基
（
一
五
七
七
〜
一
五
八
二
）、
信
輔
（
一
五
八
二

〜
一
五
九
九
）
と
名
乗
っ
て
い
た
若
年
期
に
学
び
、
既
に
天
性
の
能
書
と
し
て
の
才

を
発
揮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
信
尹
と
改
名
し
た
頃
か
ら

尊
崇
す
る
定
家
の
書
を
学
び
、
こ
れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
信
尹
独
自
の

近
衛
流
、
或
は
三
藐
院
流
と
も
称
さ
れ
る
書
風
を
確
立
し
、
本
阿
弥
光
悦
、
滝
本
坊

昭
乗
（
松
花
堂
）
と
共
に
、「
江
戸
初
期
の
三
筆
」
と
讃
え
ら
れ
た
。

そ
の
近
衛
信
尹
の
書
の
特
徴
は
筆
勢
の
見
事
さ
に
あ
る
。
信
尹
の
父
・
近
衛
前
久

（
一
五
三
六
〜
一
六
一
二
）
は
、
信
尹
宛
の
書
簡
で
「
只
今
御
筆
勢
別
而
見
事
候
」（

39
）

と
称
讃
し
て
い
る
。
筆
勢
、
す
な
わ
ち
、
筆
力
に
つ
い
て
、
尊
円
親
王
（
一
二
九
八

〜
一
三
五
六
）
の
書
論
『
入
木
抄
』「
筆
仕
肝
要
」
の
項
で
は
、「
字
か
た
ち
は
、
人

の
よ
う
ば
う
、
筆
勢
は
人
の
心
操
、
行
跡
に
て
候
」（

40
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

近
衛
前
久
は
、
信
尹
の
書
に
、
最
高
の
賛
辞
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

尚
、
尊
崇
す
る
定
家
の
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
写
す
る
に
際
し
、「
晴
れ
」
の
書

で
あ
る
為
と
思
わ
れ
る
が
、『
下
官
集
』
五
条
に
見
ら
れ
る
運
筆
は
丁
寧
で
あ
り
、

信
尹
の
見
事
な
筆
勢
は
控
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
倣
書
で
書
さ
れ
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た
奥
書
群
の
書
風
は
、
書
し
た
際
の
速
度
が
早
い
、
す
な
わ
ち
、
信
尹
本
来
の
筆
勢

が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
薩
摩
配
流
中
（
一
五
九
四
〜
一
五
九
六
）
は
「
信
尹
は
定
家
の
懐
紙
を
写

し
て
過
し
た
」（

41
）
と
言
う
。
そ
し
て
、
帰
洛
後
に
書
し
た
、
近
衛
信
尹
筆
『
詠
草
』

（
陽
明
文
庫
蔵
）（

42
）、（
参
照
・
資
料
④
）
は
「
明
ら
か
に
定
家
様
を
意
識
し
な
が
ら

書
い
た
」（

43
）
書
で
あ
る
。
但
し
、
筆
勢
は
信
尹
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
書
は
、慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
七
月
に
没
し
た
、信
尹
の
連
歌
の
師
匠
筋
に
当
る
、

里
村
昌
叱
宛
の
贈
答
の
詠
草
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
書
「
定
家
様
」
の
書
風
は
、

定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
写
し
た
慶
長
八
年
に
は
、
す
で
に
、
信
尹
の
自
家
薬
籠

中
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

前
田
多
美
子
氏
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
、
近
衛
信
尹
筆　

定
家
『
熊
野
懐
紙
』
写　

一
葉
（『
予
楽
院
模
写
手
鑑
』
所
収
、
陽
明
文
庫
蔵
（
44
）（
参
照
・
資
料
②
）、
即
ち
、

定
家
が
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
に
随
行
し
た
際
、
滝
尻

王
子
の
歌
会
で
「
峯
月
照
松
」「
浜
月
似
雪
」
の
二
つ
の
歌
題
を
詠
ん
だ
『
熊
野
懐
紙
』

を
信
尹
が
写
し
た
臨
書
に
つ
い
て
、「
懐
の
広
い
独
特
の
造
形
法
な
ど
、
定
家
と
信

尹
の
間
に
は
随
所
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（

45
）、
と
述
べ
る
。
ま
た
、
同

じ
熊
野
詣
の
際
、
藤
代
王
子
の
歌
会
で
詠
ん
だ
歌
題
「
深
山
紅
葉
」「
海
邊
冬
月
」

を
記
し
た
、
藤
原
定
家
筆
『
熊
野
懐
紙
』
と
比
較
し
て
も
、
確
か
に
、
共
通
性
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
定
家
と
信
尹
の
間
の
共
通
性
こ
そ
が
、信
尹
に
、見
事
な
定
家
自
筆『
下

官
集
』
本
文
の
臨
書
お
よ
び
、
奥
書
群
の
倣
書
を
可
能
と
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。

又
、「
近
衛
家
陽
明
文
庫 

王
朝
和
歌
文
化
一
千
年
の
伝
承
」
展
（
国
文
学
研
究
資

料
館
・
二
〇
一
一
）
に
展
示
さ
れ
た
、
信
尹
最
晩
年
の
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）

「
66　

詠
草
（
立
待
月
・
渡
月
・
月
前
松
・
寄
月
旅
）
近
衛
信
尹
筆　

江
戸
時
代
」（
参

照
・
資
料
⑤
）
の
書
は
、
前
述
の
、
近
衛
信
尹
筆　

詠
草
（
陽
明
文
庫
蔵
）
よ
り
、

線
が
細
め
と
は
言
え
、「
定
家
様
」を
意
識
し
た
書
で
あ
り
、そ
の
第
一
画
が
長
い「
月
」

は
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
書
写
奥
書
（
倣
書
）
に
見
ら
れ
る
「
月
」
と
同
じ

書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
和
歌
が
上
句
・
下
句
に
分
け
て
書
さ
れ
、
更
に
「
立

待
月
」の
上
句
以
外
で
は
、句
を
跨
い
で
の
連
綿
が
見
ら
れ
な
い
の
も
、『
下
官
集
』「
一

書
哥
事
」
及
び
「
一　

仮
名
字
か
き
つ
ゝ
く
る
事
」
の
条
の
内
容
に
合
致
す
る
。
定

家
自
筆
『
下
官
集
』
の
書
風
の
み
な
ら
ず
、『
下
官
集
』
五
条
の
内
容
の
影
響
を
も

窺
わ
せ
る
。

更
に
、
信
尹
は
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
写
し
た
際
、『
下
官
集
』「
一　

嫌
文

字
事
」
の
条
に
定
家
が
自
ら
の
間
違
い
を
訂
正
す
る
た
め
に
印
し
た
批
正
記
号
を
も
、

忠
実
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
一　

嫌
文
字
事
」
の
条
「
ひ
」
の
例
の
二
行

目
と
三
行
目
の
行
間
を
目
掛
け
、「
ゐ
」
の
例
の
二
行
目
の
中
程
か
ら
伸
び
て
く
る

記
号
が
印
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
ゐ
」
の
例
と
し
て
存
在
す
る
「
於

ひ
ぬ
れ
ハ
於
い
ぬ
れ
は
又
常
事
也
」
を
、「
ひ
」
の
例
に
移
す
様
に
と
い
う
指
示
で

あ
る
（
参
照
・
資
料
①
第
四
紙
）。

近
衛
信
尹
は
、
藤
原
定
家
を
偉
大
な
歌
人
お
よ
び
歌
学
者
と
し
て
を
尊
崇
す
る
の

み
な
ら
ず
、
定
家
の
筆
跡
そ
の
も
の
に
も
惹
か
れ
、
手
書
「
定
家
様
」
を
も
自
家
薬

籠
中
の
も
の
と
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
信
尹
臨
写
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
信
尹
臨

写
本
を
底
本
と
し
て
、
井
上
慶
寿
が
鐫
し
た
法
帖
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お

よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
に
つ
い
て
、
浅
田
氏
は
「
模
刻
本
の
印
象
は
確
か

に
定
家
筆
を
思
わ
せ
る
書
入
れ
な
ど
の
生
々
し
さ
、
本
文
の
優
秀
性
も
そ
れ
に
矛
循

し
な
い
」（

46
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
の
手
書
「
定
家
様
」
す
な
わ
ち
、
定
家
独
自

の
書
風
を
見
事
に
伝
え
る
、
二
本
の
模
刻
本
の
書
風
は
、『
下
官
集
』
執
筆
時
期
を

推
定
す
る
、
重
要
な
手
掛
り
で
あ
る
。

五
．「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
と
名
彫
師
・
井
上
慶
寿

先
述
し
た
よ
う
に
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

の
内
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書
群
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
刊
記
に
は
「
井

上
慶
寿
鐫
」
と
の
み
刻
さ
れ
（
参
照
・
資
料
①
第
九
紙
）、そ
し
て
、尾
崎
雅
嘉
著
『
群

書
一
覧　

二
』
法
帖
部
「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」
に
は
、
信
尹
臨
写
本
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を
底
本
と
し
て
版
下
が
興
さ
れ
、
こ
れ
を
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）、

井
上
慶
寿
が
鐫
し
た
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

井
上
慶
寿
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
「『
集
古
法
帖
』

井
上
清
風
跋
」（
内
閣
文
庫
蔵
）
の
最
後
に
「
井
上
慶
寿
拝
記
」
と
記
さ
れ
、
井
上
慶

寿
と
井
上
清
風
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
井
上
慶
寿
（
清

風
）
の
経
歴
及
び
事
績
を
辿
り
、
慶
寿
が
鐫
し
た
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
及
び

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
信
頼
性
の
裏
付
け
と
し
た
い
。

丸
山
季
夫
氏
は
、
こ
の
名
彫
師
に
つ
い
て
「
井
上
清
風　

慶
寿
、
文
化
七
年
歿
、

六
十
一
歳
。『
永
根
伍
石
と
集
古
法
帖
』（
北
川
博
邦
氏
稿
、
國
學
院
雑
誌
73
の
２
）

に
集
古
法
帖
の
こ
と
詳
し
。
上
毛
の
人
、世
々
刻
師
た
り
。
盛
名
あ
り
。」（

47
）と
述
べ
、

版
刻
の
事
績
と
し
て
「
東
江
先
生
草
書
唐
五
言
絶
句
二
冊
。
澤
田
東
江
筆
。
巻
末
に
、

安
永
七
年
八
月
望
、
東
江
源
鱗
、
井
上
清
風
刻
字
、
御
用
書
物
師
。
江
戸
日
本
橋
通

一
丁
目
出
雲
寺
和
泉
掾
発
行
」
を
始
め
と
す
る
、
十
六
点
を
挙
げ
て
い
る
。

鈴
木
淳
氏
は
、寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
九
月
に
刻
さ
れ
た
「
王
羲
之
『
瘞
鶴
銘
』」

の
跋
文
中
に
、「
更
令
慶
寿
刻
之 

工
之
精
也
果
不
喪
旧
観
」（

48
）
と
慶
寿
（
清
風
）
の

刻
法
が
精
巧
で
あ
る
と
称
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
更
に
、「
江
戸
後
期
に

活
躍
し
た
板
木
師
で
あ
る
。
賀
茂
真
淵
の
信
頼
を
得
て
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

に
は
弱
冠
二
十
歳
に
し
て
『
万
葉
考
』
三
冊
の
板
刻
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
安
永

年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
〇
）
に
は
絶
頂
期
の
唐
風
書
家
澤
田
東
江
の
法
帖
を
多

く
手
懸
け
、
さ
な
が
ら
東
江
専
属
の
彫
工
と
い
う
観
す
ら
あ
っ
た
。」（

49
）
と
、
述
べ

て
い
る
。

ま
た
、
鈴
木
氏
は
、
清
水
浜
臣
『
泊
洦
文
集
』（

50
）
の
、「
古
筆
古
今
集
墨
帖
後
序

文
化
七
年
十
月
」
に
「
此
巻
ゑ
り
か
た
た
く
み
は
、
い
に
し
頃
第
五
の
巻
ゑ
り
た
り

し
藤
清
風
が
、
今
年
む
そ
ぢ
に
一
と
せ
た
し
て
又
か
く
も
の
し
た
る
に
な
ん
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、「
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
六
十
一
歳
で
あ
っ
た

事
実
は
動
か
な
い
。
た
だ
し
、
丸
山
氏
の
記
述
中
、
上
野
の
人
と
す
る
の
は
誤
認
で

あ
っ
て
、
正
し
く
は
江
戸
で
版
木
師
を
世
職
と
す
る
家
に
生
ま
れ
た
と
す
べ
き
で
あ

る
。」（

51
）
と
述
べ
る
。

な
お
、
丸
山
氏
が
上
毛
（
上
野
の
別
名
・
現
在
の
群
馬
県
）
の
人
と
す
る
誤
認
は
、

井
上
慶
寿
鐫
・
法
帖
『
安
幾
破
起
帖
』
の
呉
橋
木
翹
之
の
跋
文
に
記
さ
れ
て
い
る
「
一

日
得
上
毛
某
家
所
蔵
双
鉤
」
即
ち
、井
上
慶
寿
（
清
風
）
が
、「
上
毛
某
家
」
に
赴
き
、

そ
の
某
家
「
所
蔵
」
の
「
傳
小
野
道
風
筆
『
秋
萩
帖
』」
模
本
を
双
鉤
、
即
ち
、
そ

の
文
字
の
輪
郭
を
写
し
た
こ
と
と
の
混
同
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
鈴
木
氏
は
、
丸
山
氏
が
清
風
刻
と
し
て
挙
げ
る
十
六
点
に
、
十
四
点
を
追

加
し
、「
各
書
目
に
つ
い
て
所
蔵
、
成
立
年
、
出
版
書
肆
な
ど
を
記
し
、
年
代
順
に

示
す
」（

52
）
と
し
て
計
三
十
点
を
挙
げ
、
こ
の
書
目
（
書
名
）
を
年
代
順
に
四
期
に

分
け
示
し
て
い
る
。

即
ち
、
第
一
期
は
、
井
上
慶
寿
二
十
歳
の
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
賀
茂
真
淵

著
『
万
葉
考
』」
一
点
、第
二
期
は
、慶
寿
が
澤
田
東
江
の
法
帖
を
数
多
く
手
懸
け
た
、

安
永
七
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
安
永
九
年
（
一
七
七
四
）
迄
の
六
点
、
第
三
期
は
、

井
上
慶
寿
の
最
も
脂
の
乗
っ
た
時
代
と
言
わ
れ
る
、『
集
古
法
帖
』
を
始
め
『
安
起

波
幾
帖
』、「『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
」、「『
権
蹟
醴
泉
名
残
編
』（
大
納
言
行

成
卿
書
）」
等
を
含
め
て
鐫
し
た
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
迄
の
十
五
点
、
そ
し
て
、
第
四
期
は
、
円
熟
期
と
言
わ
れ
る
、
慶
寿

五
十
七
歳
の
文
化
三
年
か
ら
文
化
八
年
（
一
八
〇
六
〜
一
八
一
一
）
迄
の
、『
久
須

多
末
帖
』
を
含
む
、
八
点
を
刻
し
た
時
期
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
鈴
木
氏
の
書
目
分
類
の
第
一
期
か
ら
第
四
期
の
中
に
は
、「
三
藐

院
関
白
臨
定
家
卿
書　

一
帖
」
に
該
当
す
る
版
本
は
存
在
し
な
い
。
国
文
研
本
『
定

家
卿
書
式
』
に
記
さ
れ
て
い
る
刊
記
に
は
、「
井
上
慶
寿
鐫
」
と
の
み
記
さ
れ
、
私

家
版
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、書
肆
に
よ
る
出
版
で
は
無
か
っ

た
為
、
井
上
慶
寿
の
事
跡
と
し
て
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

但
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧　

二
』「
三
藐
院
関
白
臨
定

家
卿
書　

一
帖
」
に
、「
寛
政
中
江
都
井
ノ
上
慶
寿
蔵
刻
に
し
て
定
家
卿
自
筆
の
か

な
づ
か
ひ
の
巻
を
近
衛
関
白
信
尹
公
の
臨
書
し
た
ま
へ
る
も
の
也
」
と
、
鈴
木
氏
の
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分
類
に
よ
れ
ば
慶
寿
の
最
盛
期
、
す
な
わ
ち
第
三
期
に
相
当
す
る
寛
政
年
間
に
、
信

尹
臨
写
本
を
慶
寿
が
刻
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

管
見
で
は
あ
る
が
、
井
上
慶
寿
の
事
績
の
う
ち
、
第
三
期
に
刊
行
さ
れ
た
、『
集

古
法
帖
』
井
上
清
風
跋
（
内
閣
文
庫
蔵
）、『
安
起
波
幾
帖
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）、『
尚

古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
（
国
会
図
書
館
蔵
・
他
二
本
）
及
び
、『
権
蹟
醴
泉
名

残
篇
』（
大
納
言
行
成
卿
書
）
国
会
図
書
館
蔵
・
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
））
の
加

藤
千
蔭
跋
）、そ
し
て
、第
四
期
の
『
久
須
多
末
帖
』
架
蔵
・
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、

を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
版
本
は
、
全
て
、
正
面
摺
の
法
帖
で
あ
る
。

尚
、
江
戸
時
代
の
版
本
は
陽
刻
が
主
流
で
あ
る
が
、
法
帖
の
場
合
、
書
と
し
て
の

筆
勢
が
殺
が
れ
る
為
、
陰
刻
す
な
わ
ち
、
地
は
墨
色
そ
し
て
文
字
は
白
抜
き
の
正
面

摺
（
拓
印
）
と
称
さ
れ
る
木
版
印
刷
法
が
、「
書
道
の
法
帖
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
方
法

と
し
て
生
か
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
宝
永
―
享
保
（
一
七
〇
四
―
三
六
）
頃
、
高
玄

岱
や
細
井
広
沢
な
ど
が
、
中
国
の
そ
れ
を
模
倣
し
て
工
夫
し
た
の
に
始
ま
る
。」（

53
）

と
、
中
野
三
敏
氏
は
述
べ
て
い
る
。

又
、
法
帖
の
製
作
目
的
は
「
先
人
の
筆
跡
を
観
賞
や
学
書
の
対
象
と
し
た
も
の
。」（

54
）

と
宇
野
雪
村
氏
は
述
べ
る
。
従
が
っ
て
、
原
本
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
筆
跡
を
も
忠

実
に
再
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
井
上
慶
寿
の
最

盛
期
と
言
わ
れ
る
第
三
期
の
事
跡
中
、
親
本
と
な
る
法
帖
と
、
そ
の
原
本
が
、
共
に

存
在
す
る
例
の
一
つ
、『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
、
そ
し
て
、
そ
の
原
本
で

あ
る
、
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
）
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
尾
州
徳
川
家
所

蔵
（
徳
川
美
術
館
蔵
）『
伝
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』（

55
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
古
筆
・『
伝
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』、
に
つ
い
て
、
植
村
和
堂
氏
は
、「
行

成
筆
を
伝
え
る
古
筆
の
中
で
は
、
時
代
の
下
が
る
方
で
、
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
に

余
程
近
ず
い
て
い
る
様
に
思
う
」（

56
）
と
、
述
べ
、
飯
島
氏
も
「
行
成
筆
と
伝
え
る

古
筆
類
の
な
か
で
も
、
特
に
優
麗
に
し
て
情
趣
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
行
成
の
真
筆
、

藤
原
盛
時
の
作
と
は
見
ら
れ
な
い
。」（

57
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、飯
島
氏
は
、「
最

初
は
二
行
書
で
冬
の
歌
よ
り
散
ら
し
書
と
な
る
。
線
質
は
優
し
く
弾
力
が
あ
り
、
速

度
も
軽
く
、
暗
さ
や
重
さ
の
美
と
は
対
蹠
的
で
あ
る
。
字
型
は
筆
が
円
熟
し
て
い
る

た
め
か
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
自
由
に
つ
く
ら
れ
た
感
が
あ
り
、
連
綿
は
数
字
を

も
っ
て
一
気
に
構
成
し
て
い
る
。
墨
継
ぎ
の
濃
淡
が
巧
み
な
た
め
立
体
的
な
美
を
表

し
て
い
る
」（

58
）
古
筆
、
と
賞
賛
し
て
い
る
。

『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
、
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
、
次
の
三
本
を
調
査
し
た
。

①　
『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
、
Ｙ
Ｒ
１
１　

８
１
（『
源
重
之
百
首　

尾
張

徳
川
侯
蔵
』・
寛
政
十
年
十
一
月
藤
原
茂
利
題
・
井
上
清
風
鐫
）
国
会
図
書
館

蔵

②　
『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
書
、
Ｙ
９
９
４　

Ｊ
９
６
８
０
（
大
正
八
年

求
版
・
発
行
、
精
華
堂
法
帖
店
）
国
会
図
書
館
蔵

③　
『
尚
古
法
帖
』
２
７
１
‐
３
‐
１
０
（
年
号
等
無
し
）
多
和
文
庫
（
香
川
県
）

蔵

こ
れ
ら
法
帖
の
内
、
①
の
国
会
図
書
館
蔵
本
は
、『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
、

と
題
さ
れ
た
本
文
に
続
き
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
年
号
の
見
ら
れ
る
跋
文
、

お
よ
び
、「
井
上
清
風
鐫
」
と
記
さ
れ
た
刊
記
が
あ
り
、ま
た
、保
存
状
態
も
良
い
。
尚
、

他
の
二
本
の
法
帖
は
、
本
文
の
み
で
あ
る
。

そ
の
為
、
①
の
『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
、
Ｙ
Ｒ
１
１　

８
１
（『
源
重

之
百
首　

尾
張
徳
川
侯
蔵
』）
国
会
図
書
館
蔵
（
参
照
・
資
料
⑥
）
と
、
原
本
『
伝

藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』（「
重
之
百
首
」
完
本
）
徳
川
美
術
館
蔵
、（

59
）
の
影
印
（
参

照
・
資
料
⑦
）
と
を
、
比
較
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
飯
島
氏
は
、
徳
川
美
術
館
蔵
『
伝
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』
に

つ
い
て
、
そ
の
線
質
の
美
を
始
め
、「
字
型
は
筆
が
円
熟
し
て
い
る
た
め
か
、
そ
の

リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
自
由
に
つ
く
ら
れ
た
感
が
あ
り
」
等
（
60
）
と
賞
賛
し
て
い
る
。
井

上
慶
寿
は
、
原
本
の
線
質
の
美
お
よ
び
、
リ
ズ
ム
感
な
ど
を
表
現
す
る
為
、「
書
と

し
て
の
筆
勢
」（

61
）
を
殺
が
な
い
と
言
う
陰
刻
の
正
面
摺
（
拓
印
）
を
駆
使
し
、『
尚

古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
の
版
木
を
鐫
し
て
い
る
。
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更
に
、
飯
島
氏
は
、
原
本
に
つ
い
て
「
墨
継
ぎ
の
濃
淡
が
巧
み
な
た
め
立
体
的
な

美
を
表
し
て
い
る
」（

62
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
墨
継
ぎ
の
濃
淡
」、
即
ち
、
潤
筆

と
渇
筆
の
働
き
の
差
異
を
表
現
す
る
為
に
、
慶
寿
は
、
正
面
摺
（
拓
印
）
の
特
色
と

言
え
る
「
地
は
墨
色
そ
し
て
文
字
は
白
抜
き
」（

63
）
の
「
白
抜
き
」
を
活
用
し
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
、
潤
筆
は
、
深
く
彫
り
こ
ん
だ
の
で
は
と
考
え
ら
れ
ほ
ど
、
鮮
や
か

な
「
白
抜
き
」
で
、そ
し
て
、渇
筆
は
、や
や
浅
く
彫
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
「
白

抜
き
」
で
、
線
質
を
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
寿
は
、
正
面
摺
（
拓
印
）
の

技
法
を
駆
使
し
、
原
本
『
伝
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』
を
、
和
歌
集
お
よ
び
書
の
手

本
の
み
な
ら
ず
、
観
賞
の
対
象
と
も
な
り
う
る
法
帖
と
し
て
、
見
事
に
再
現
し
た
の

で
あ
る
（
64
）。

以
上
、
井
上
慶
寿
の
経
歴
お
よ
び
事
跡
を
辿
り
検
討
し
た
結
果
、
慶
寿
が
文
学
お

よ
び
書
道
に
関
わ
る
法
帖
の
版
木
作
成
を
数
多
く
委
ね
ら
れ
た
、
実
力
の
あ
る
優
れ

た
彫
師
で
あ
る
こ
と
を
、
確
認
出
来
た
。
こ
れ
は
、
井
上
慶
寿
が
「
三
藐
院
関
白
臨

定
家
卿
書
」、
即
ち
、
信
尹
臨
写
本
を
正
確
に
鐫
し
た
こ
と
の
裏
付
で
あ
る
と
共
に
、

模
刻
本
・
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
を
、
信

頼
で
き
る
伝
本
と
位
置
付
け
る
、
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

六
．
藤
原
定
家
の
書
風
と
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
二
本
の
模
刻

本
は
、
能
書
・
三
藐
院
近
衛
信
尹
が
臨
書
し
、
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
が
刻
し
た
定
家

独
自
の
書
風
、
即
ち
、
手
書
「
定
家
様
」
を
見
事
に
再
現
し
て
い
る
法
帖
で
あ
る
。

こ
の
再
現
さ
れ
た
手
書
「
定
家
様
」
を
手
掛
り
と
し
て
、
二
本
の
模
刻
本
の
執
筆
時

期
を
推
定
し
、
基
準
伝
本
と
位
置
付
け
、
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
研
究
を
進
め
る
基

盤
と
し
た
い
。

そ
の
手
書
「
定
家
様
」
の
印
象
に
つ
い
て
、飯
島
氏
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

書
は
肉
太
く
重
厚
で
い
さ
さ
か
泥
臭
い
感
じ
も
す
る
が
、
素
朴
な
個
性
味
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
は
歌
人
と
し
て
も
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
か

ら
、
そ
の
書
も
た
い
へ
ん
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
彼
自
身
は
手
書
き
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
65
）、（
傍
線
、
引
用
者
。
以
下
同
）

言
い
か
え
れ
ば
、手
書
「
定
家
様
」
は
、実
用
に
則
し
た
気
負
い
の
無
い
書
風
で
あ
る
。

そ
し
て
、
石
川
九
楊
氏
は
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）、
定
家
が
四
十
八
歳
の
時

に
成
立
の
歌
論
書
『
近
代
秀
歌
』
定
家
自
筆
本
（
66
）
の
書
風
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
、
記
し
て
い
る
。

こ
の
書
か
ら
は
上
代
様
の
流
麗
さ
が
完
全
に
失
わ
れ
、
豊
満
な
外
貌
と
は
別

に
切
れ
の
よ
い
律
動
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
考
え
な
が
ら
書
き
、
書
き
な
が

ら
考
え
る
文
字
を
書
き
つ
け
る
リ
ズ
ム
の
出
現
で
あ
り
、
筆
記
の
書
と
し
て
日

本
の
書
史
上
に
聳
立
し
て
い
る
。（

67
）

す
な
わ
ち
、
石
川
氏
は
、
筆
記
の
た
め
の
書
風
が
出
現
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
従

が
っ
て
、
こ
の
定
家
独
自
の
書
風
は
、
平
安
時
代
に
見
ら
れ
る
「
書
の
美
」
を
追
求

す
る
も
の
で
は
な
く
、
和
歌
や
歌
論
等
を
書
す
際
、
自
ら
の
意
図
、
思
考
等
を
客
観

的
に
表
現
す
る
為
の
実
用
的
な
書
風
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
平
安
時
代

の
主
流
を
占
め
る
、
流
麗
な
美
を
表
現
す
る
「
か
な
（
女
手
）」
は
、
連
綿
を
駆
使

す
る
の
み
な
ら
ず
、
連
綿
に
合
う
よ
う
に
文
字
の
変
形
あ
る
い
は
省
略
等
を
し
た
も

の
が
、
数
多
く
見
ら
れ
る
（
68
）。
こ
れ
が
、
結
果
と
し
て
、
誤
読
お
よ
び
誤
写
に
よ

る
誤
謬
を
引
き
起
こ
す
要
因
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
の
認
識
を
、
定
家
は
有
し
て
い

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

手
書
「
定
家
様
」
即
ち
定
家
独
自
の
書
風
に
つ
い
て
、
冷
泉
為
人
氏
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

定
家
の
書
体
は
文
字
の
均
整
を
求
め
ず
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
速
く
書
こ
う
と
し
た
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こ
と
か
ら
、
打
ち
込
み
は
自
然
に
省
略
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
線
は
太

く
な
っ
た
り
細
く
な
っ
た
り
し
て
速
書
型
書
風
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
消
息
（
手
紙
）、
記
録
、
歌
集
、
日
記
な
ど
に
お
い
て
、
必
要
に
応

じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
69
）。

こ
の
定
家
独
自
の
書
風
は
、平
安
時
代
の「
書
の
美
」を
追
求
す
る
書
風
と
比
べ
る
と
、

た
し
か
に
「
書
は
肉
太
く
重
厚
で
い
さ
さ
か
泥
臭
い
感
じ
も
す
る
」（

70
）、
又
、
線
の

肥
痩
の
激
し
さ
等
が
印
象
的
な
書
風
で
は
あ
る
が
、
筆
勢
お
よ
び
筆
圧
の
変
化
が
齎

す
線
の
擦
れ
や
微
妙
な
変
化
等
は
、
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
気
負

わ
ず
、
実
用
に
則
し
た
、
速
書
お
よ
び
速
写
を
意
識
し
た
書
体
で
あ
り
、
石
川
氏
が

述
べ
る
「
筆
記
の
書
」（

71
）
と
し
て
の
意
義
が
伝
わ
っ
て
く
る
書
風
で
あ
る
。

尚
、
大
野
晋
ら
先
行
研
究
者
の
時
代
、
定
家
の
書
風
が
、
年
齢
に
よ
り
異
な
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
定
家
が
晩
年
に
「
浄
書
」
即

ち
書
き
改
め
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
。
例
え
ば
、
定
家
自
筆
本
・
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
蔵『
治
承
四
五
年
記
』に
見
ら
れ
る
定
家
十
九
歳
、治
承
四
年『
明

月
記
』
の
書
風
は
、
明
ら
か
に
定
家
五
十
歳
代
以
降
の
定
家
独
自
の
書
風
即
ち
手
書

「
定
家
様
」で
あ
る
。『
天
理
図
書
館
稀
覯
書
図
録
』の
解
説
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
日
記
の
自
筆
本
は
、
断
簡
を
含
め
多
く
巷
間
に
伝
わ
る
が
、
掲
出
本
は
治

承
四
・
五
年
の
も
の
。
現
存
伝
本
で
は
最
も
早
年
に
属
す
る
が
、
実
は
晩
年
の

浄
書
で
あ
り
、
源
平
争
乱
に
対
す
る
「
紅
旗
征
戎
非
吾
事
」
の
政
事
に
無
関
心

を
装
う
有
名
な
文
言
も
、
後
年
の
加
筆
と
さ
れ
る
（
重
文
）（

72
）

す
な
わ
ち
、
そ
の
書
風
か
ら
、
治
承
四
年
『
明
月
記
』
は
、「
定
家
晩
年
の
浄
書
」

と
極
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、定
家
の
若
年
の
書
風
に
つ
い
て
、名
児
耶
氏
は
「
現
存
す
る
遺
墨
の
中
に
、

連
綿
の
見
事
な
、
こ
れ
が
定
家
の
書
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
伝
定
家
筆
で
は
な
く
、
紛
れ
も
な
く
定
家
筆
な
の
で
あ
り
、

四
十
歳
以
前
に
書
い
た
も
の
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。」（

73
）
即
ち
、「
藤
原
定
家
も

平
安
時
代
の
内
は
、
古
典
の
仮
名
に
近
い
、
流
麗
と
称
さ
れ
る
仮
名
を
書
い
た
」、

し
か
し
、「
鎌
倉
時
代
に
は
い
る
と
、
実
用
本
位
の
特
異
な
字
形
、
い
わ
ゆ
る
定
家

様
を
築
き
あ
げ
て
い
っ
た
」（

74
）、
と
述
べ
て
い
る
。

若
い
頃
、
定
家
（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）
は
、
世
尊
寺
家
五
世
当
主
・
藤
原
定

信
（
一
〇
八
八
〜
一
一
五
一
〜
一
一
五
三
頃
没
）
の
書
を
学
び
、
そ
の
影
響
を
受
け

た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
例
の
一
つ
が
、
後
述
す
る
、
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
75
）、

藤
原
定
家
筆
「
歌
合
切
」（『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』）
一
般
社
団
法
人
書
芸
文
化
院
・

春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
（
参
照
・
資
料
⑨
）
で
あ
る
（
以
下
、
一
般
社
団
法
人
書
芸

文
化
院
・
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
を
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
記
す
）。
こ
の
定

家
の
書
に
つ
い
て
、
飯
島
氏
は
「
極
め
て
若
い
頃
の
筆
跡
で
あ
ろ
う
。
彼
の
習
癖
が

あ
ま
り
出
て
い
ず
、
清
新
な
感
覚
を
発
揮
し
て
お
り
、
定
信
様
式
の
扁
平
な
、
い
か

に
も
速
写
ら
し
い
流
動
的
な
線
の
展
開
す
る
書
風
で
あ
る
。」（

76
）
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
島
谷
弘
幸
氏
は
、
定
信
の
書
風
に
つ
い
て
「
西
本
願
寺
三
十
六
人
集　

貫

之
集
下
」
の
断
簡
「
石
山
切
」
を
例
に
あ
げ
、「
詞
書
に
続
け
て
『
春
や
い
ぬ
る
あ

き
や
は
く
ら
む
／
お
ほ
つ
か
な
か
け
の
く
ち
き
と　

よ
／
を
す
く
す
み
は
』
の
和
歌

一
首
と
次
の
詞
書
を
大
胆
な
筆
致
で
書
き
進
め
て
い
る
。
か
な
り
の
早
書
き
で
、
必

ず
し
も
典
麗
優
美
な
、
い
わ
ゆ
る
古
筆
切
と
は
異
な
り
、
個
々
の
字
形
の
美
し
さ
よ

り
も
文
字
の
流
れ
や
メ
リ
ハ
リ
を
重
視
し
て
い
る
。」（

77
）、
と
評
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
、
定
家
若
書
き
の
、
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
歌
合
切
」（

78
）
を
、

藤
原
定
信
筆
「
石
山
切
」（
参
照
・
資
料
⑧
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
若
年
の
定
家
の

書
は
、
定
信
の
書
風
を
受
け
継
い
だ
、
や
や
右
肩
上
が
り
で
、
し
か
も
、
運
筆
が
早

い
と
言
う
、
自
由
で
大
胆
な
魅
力
の
あ
る
書
風
で
あ
る
。

な
お
、名
児
耶
氏
は
、定
家
の
若
書
き
の
書
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

定
信
の
書
に
共
通
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
典
書
写
を
日
常
の
大
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事
と
す
る
定
家
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
名
筆
に
接
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
ら
の

要
素
が
定
家
の
書
に
混
じ
り
合
っ
て
い
く
こ
と
は
ご
く
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
―
中
略
―
つ
ま
り
定
家
の
書
も
、
生
ま
れ
は
王
朝
書
流
の
中

で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
鎌
倉
時
代
初
期
の
新
鮮
で
力
強
い
気
風
の
中
に
育
ち
、

次
第
に
独
自
の
書
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
79
）。

し
た
が
っ
て
、
定
家
若
書
き
の
書
風
は
、
藤
原
定
信
の
書
風
に
よ
る
影
響
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
王
朝
書
流
、
即
ち
、
平
安
時
代
の
「
か
な
（
女
手
）」
書
の
主
流
で
あ
る
、

流
麗
な
美
を
表
現
す
る
書
風
を
も
踏
ま
え
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
定
家
若
書
き
の
書
風
の
例
で
あ
る
、
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
歌
合
切
」（

80
）

等
の
出
典
、『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』
に
つ
い
て
、
渡
邉
裕
美
子
氏
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』
は
、
定
家
自
筆
と
さ
れ
る
古
筆
切
か
ら
、
そ
の
内

容
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
歌
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
確
認
で
き
る

だ
け
で
三
〇
首
中
五
首
―
中
略
―
が
『
新
古
今
集
』
に
入
集
し
て
お
り
、
あ
る

程
度
、
重
視
さ
れ
た
和
歌
集
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
―
中
略
―
先
学
の
考
察
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
合
の
基
本
的
な
性
格
を
抑
え
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

一
、
通
具
が
左
歌
、
俊
成
卿
女
が
右
歌
を
詠
ん
だ
二
人
だ
け
の
私
的
な
歌
合
で
あ

る
。

二
、
判
者
は
定
家
で
、
定
家
自
筆
切
は
草
稿
に
あ
た
る
。

三
、
春
一
五
番
、
夏
一
〇
番
、
秋
一
五
番
、
冬
一
〇
番
の
四
季
歌
の
み
五
〇
番
の

構
成
を
と
る
。

四
、
成
立
は
、『
新
古
今
集
』
各
撰
者
が
歌
稿
を
整
え
て
奉
っ
た
、
建
仁
三
年

（
一
二
〇
三
）
四
月
二
〇
日
以
前
で
あ
る
（
81
）。

渡
邉
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
と
す
る「
歌
合
切
」は
、

源
通
具
（
藤
原
俊
成
女
の
夫
）
と
藤
原
俊
成
女
（
藤
原
俊
成
の
孫
で
養
女
）
と
の
和

歌
に
限
ら
れ
て
お
り
、
判
者
は
藤
原
定
家
自
身
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
私
的
な
歌
合

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
藤
原
俊
成
女
に
つ
い
て
は
「
建
久
元
年
、
二
十
歳
頃
、
源

通
具
の
妻
と
な
り
、
一
女
と
一
男
具
定
を
生
む
。」（

82
）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

等
か
ら
、『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』
が
記
さ
れ
た
の
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）

以
降
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
以
前
、
す
な
わ
ち
、
定
家
三
十
歳
代
の
書
と
推
定

す
る
。

そ
し
て
、
島
谷
弘
幸
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
定
家
の
書
風
の
変
化
の
兆
し
が
、

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）、定
家
数
え
三
十
八
歳
の
時
の
書
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
書

状
」（

83
）
等
に
、
見
ら
れ
始
め
る
。
こ
の
定
家
の
新
た
な
書
風
は
、
連
綿
を
抑
え
、

一
文
字
一
文
字
放
ち
書
き
を
し
て
い
る
、
即
ち
、
連
綿
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う

特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
王
朝
風
の
定
家
若
年
の
書
風
か
ら
、
誤
写
・
誤
読
を

防
ぐ
為
の
定
家
独
自
の
書
風
即
ち
、
手
書
「
定
家
様
」
へ
の
移
行
を
示
す
過
程
に
於

け
る
、
多
様
な
「
変
化
途
上
の
定
家
の
書
風
」
の
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
次
第
に
、

定
家
は
自
ら
の
書
風
を
、
正
確
さ
を
重
要
視
す
る
手
書
「
定
家
様
」
へ
と
変
化
さ
せ

て
行
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
書
風
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
定
家
四
十
六
歳
、
承
元
元
年

（
一
二
〇
七
）
五
月
二
日
の
『
明
月
記
』
に
は
、
後
鳥
羽
上
皇
か
ら
、
誤
写
が
な
く

正
確
か
つ
早
書
き
で
あ
る
と
、『
新
古
今
和
歌
集
』
御
点
検
の
清
書
を
求
め
ら
れ
た
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
正
確
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
若
い
頃
、
定
家
は
、
世
尊
寺
家
五
世
当
主
・
藤
原
定
信

（
一
〇
八
八
〜
一
一
五
一
〜
一
一
五
三
頃
没
）
の
書
（
参
照
・
資
料
⑧
）
を
学
び
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
定
信
の
書
を
起
点
と
し
て
、
管
見
で
は
あ

る
が
、定
家
の
書
を
選
び
、定
家
若
年
の
書
風
が
、変
化
途
上
の
書
風
を
経
て
、更
に
、

定
家
独
自
の
書
風
へ
と
変
化
す
る
過
程
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。
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〇
定
家
若
年
の
書
風

＊ 
重
要
文
化
財
・
定
家
自
筆
「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」（
部
分
）
一
冊　
　

五
島
美
術

館
蔵

定
家
二
十
一
歳
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
八
月
六
日
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書

に
つ
い
て
、
名
児
耶
氏
は
「
年
号
は
ど
う
も
定
家
ら
し
い
字
」（

84
）、「
漢
字
に
は
、

若
く
し
て
定
家
独
特
の
丸
味
が
あ
る
こ
と
を
知
る
」（

85
）
と
、
述
べ
る
、
即
ち
、
藤

原
定
信
の
影
響
が
窺
え
る
「
定
家
若
年
の
書
風
」
で
あ
る
。
但
し
、
本
文
は
、
定
家

二
十
一
歳
の
書
で
あ
れ
ば
、
定
信
の
影
響
が
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
異
質
の
書
風

で
あ
る
。
又
、
大
野
晋
氏
は
、
寿
永
元
年
八
月
、
定
家
が
書
写
さ
せ
た
入
道
大
納
言

資
賢
集
に
つ
い
て
、「
こ
の
本
は
、
入
道
大
納
言
資
賢
の
歌
を
誰
か
に
写
さ
せ
、
そ

の
題
詞
の
部
分
を
定
家
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
こ
う
い
う
書
写
の
仕
方
を
、
定

家
は
金
槐
集
で
も
行
っ
て
い
る
―
以
下
省
略
）」（

86
）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

小
川
剛
生
「
藤
原
定
家
書
写
典
籍
一
覧
」（

87
）
に
よ
れ
ば
、
定
家
の
書
写
活
動
は
、

こ
の
定
家
二
十
一
歳
、
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
を
皮
切
り
と
す
る
。

＊ 

定
家
自
筆
「
歌
合
切
」　

紙
本
墨
書　

一
幅　

鎌
倉
時
代　

定
家
三
十
歳
代　

十
二
世
紀　

一
般
社
団
法
人
書
芸
文
化
院
・
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
（
参
照
・
資

料
⑨
）

こ
の
定
家
自
筆
「
歌
合
切
」（『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』）
は
、
定
信
の
書
風
を
受
け
継

い
だ
、
や
や
右
肩
上
り
で
縦
長
の
「
か
な
（
女
手
）」
を
、
流
麗
な
連
綿
を
駆
使
し
、

私
的
な
歌
合
の
手
控
え
で
あ
る
為
か
、
の
び
や
か
な
筆
致
、
し
か
も
運
筆
が
早
い
自

由
で
大
胆
な
魅
力
の
あ
る
「
定
家
若
年
の
書
風
」
で
書
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
前
述
し

た
よ
う
に
、『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』
が
行
わ
れ
た
の
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）

以
降
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
以
前
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
家
三
十
歳
代

の
書
で
あ
る
。

＊ 

定
家
自
筆
「
反
古
懐
紙
」
一
幅　

五
島
美
術
館
蔵　

定
家
三
十
歳
代
後
半　

十
二

―
十
三
世
紀
（
参
照
・
資
料
⑩
）

冒
頭
の
潤
筆
で
書
さ
れ
た
清
書
、
即
ち
、
歌
題
「
詠
初
冬
嵐
和
歌
」
及
び
、
署
名
「
左

近
衛
権
少
将
藤
原
定
家
」、
そ
し
て
和
歌
一
首
を
、
定
信
の
書
風
の
影
響
を
思
わ
せ

る
晴
の
書
風
で
「
け
ふ
よ
り
は
ふ
ゆ
の
あ
ら
し
の
／
た
つ
た
か
は
」
ま
で
書
し
て
か

ら
、
反
古
に
し
、
そ
の
後
に
は
、
手
紙
や
草
稿
、
す
な
わ
ち
、
下
書
き
様
の
も
の
を
、

伸
び
や
か
な
、
褻
の
定
信
風
の
書
き
ぶ
り
で
記
し
て
い
る
。

＊ 

定
家
自
筆
「
三
首
詠
草
切
」
紙
本
墨
書　

定
家
三
十
歳
代
後
半　

一
般
社
団
法
人

書
芸
文
化
院
・
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵　

十
二
―
十
三
世
紀
（
参
照
・
資
料
⑪
）

「
お
そ
ら
く
、
作
歌
の
後
、
父
の
俊
成
に
見
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
合
点
が
付
さ
れ

て
い
る
。
三
首
と
も
『
藤
原
定
家
全
歌
集
』
に
は
未
掲
載
」（

88
）
と
言
う
、
定
家
の

和
歌
の
詠
草
で
あ
る
。
定
信
風
の
書
き
ぶ
り
で
は
あ
る
が
、前
述
の
「
歌
合
切
」、「
反

古
懐
紙
」
等
よ
り
も
、
や
や
太
め
の
線
質
で
あ
る
。

〇
変
化
途
上
の
定
家
の
書
風

＊ 

定
家
自
筆
「
一
紙
両
筆
懐
紙
」
一
幅　

永
青
文
庫
蔵　

定
家
三
十
九
歳
（
参
照
・

資
料
⑫
）

潤
筆
で
「
鳥
」
と
題
字
が
書
か
れ
、
定
信
の
影
響
が
残
る
「
か
な
（
女
手
）」
で
書

し
た
、自
詠
の
和
歌
に
、父
・
俊
成
の
評
を
行
間
に
受
け
た
、『
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）

院
初
度
百
首
和
歌
』
の
歌
稿
、
す
な
わ
ち
、
勘
返
状
で
あ
る
。

＊ 

国
宝
・
定
家
自
筆
『
熊
野
御
幸
記
』
一
巻
（
部
分
）　

三
井
文
庫
蔵　

定
家
四
十

歳
（
参
照
・
資
料
⑬
）

定
家
が
唯
一
、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
に
随
行
し
た
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
道

中
記
、
す
な
わ
ち
、
褻
の
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
熊
野
詣
の
際
、
途
中
の
藤

代
王
子
で
詠
ん
だ
和
歌
。
熊
野
御
幸
記
に
記
述
が
遺
る
。」
の
が
、
晴
の
書
、
藤
原

定
家
筆
「
熊
野
懐
紙　

一
幅
」（
蔵
書
先
の
記
載
な
し
。「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島

美
術
館
展
覧
会
図
録
」）（

89
）
で
あ
る
。
尚
、こ
れ
ら
の
書
風
は
「
か
な
（
女
手
）」
に
、

や
や
右
肩
あ
が
り
の
定
信
の
影
響
が
残
る
、
す
な
わ
ち
、「
変
化
途
上
の
定
家
の
書

風
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
、
＊
定
家
自
筆
「
反
古
懐
紙
」
一
幅　

五
島
美
術
館
蔵
（
資
料
⑩
）

と
、
比
較
す
る
と
、
晴
の
書
風
で
書
さ
れ
た
歌
題
お
よ
び
署
名
は
類
似
し
て
い
る
が
、
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一
字
一
字
の
文
字
の
線
質
に
肥
痩
が
表
わ
れ
始
め
て
い
る
。

尚
、
線
の
肥
痩
に
少
し
差
が
見
ら
れ
る
が
、
Ⅲ　

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
奥
書

群
お
よ
び
刊
記
、
で
前
述
し
た
、
近
衛
信
尹
筆
「
定
家
『
熊
野
懐
紙
』
写
　
一
葉
」

（
参
照
資
料
②
）
は
、
藤
原
定
家
筆
「
熊
野
懐
紙　

一
幅
」
と
同
様
に
、
後
鳥
羽
上

皇
の
熊
野
詣
の
際
、
滝
尻
王
子
で
の
歌
会
で
詠
ん
だ
、
定
家
の
和
歌
懐
紙
の
臨
書
で

あ
る
。
尚
、
原
本
の
存
在
は
不
明
と
言
う
（
90
）。

＊
定
家
自
筆
「
詠
草
」
一
幅
　
陽
明
文
庫
蔵　

定
家
四
十
六
歳
（
参
照
・
資
料
⑭
）

建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
四
十
六
歳
の
時
、「
最
勝
天
王
寺
名
所
御
障
子
歌
」
の
為

に
詠
み
、
不
採
用
と
成
っ
た
歌
の
内
、
後
に
、
第
十
一
代
勅
撰
集
『
続
古
今
和
歌
集
』

（
一
二
六
五
年
成
立
）
に
入
集
し
た
、「
泊
瀬
山
」
の
一
首
を
書
し
た
褻
の
書
で
あ
る
。

潤
筆
の
連
綿
体
で
三
行
に
書
し
て
い
る
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
、
変
化
途
上
の
定
家
の
書
風
の
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

〇
定
家
独
自
の
書
風
（
手
書
「
定
家
様
」）

＊ 

定
家
真
筆
『
一
宮
紀
伊
集
』（
部
分
）
一
冊　

天
理
図
書
館
蔵　

推
定
・
定
家
五
十

歳
代
（
参
照
・
資
料
⑮
）

す
で
に
、
墨
量
ゆ
た
か
な
太
め
の
線
質
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
、
生
き
生
き
と
し
た

筆
致
の
此
の
書
は
、
名
児
耶
氏
が
、「
流
麗
さ
、
連
綿
な
ど
は
晩
年
に
は
み
え
な
い

特
徴
で
あ
る
。
五
十
代
の
書
写
か
」（

91
）
と
、
述
べ
る
、
手
書
「
定
家
様
」
完
成
間

近
を
思
わ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急

本
『
定
家
卿
模
本
』
に
近
い
、
勢
い
の
あ
る
書
風
で
あ
る
。

＊
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』（

92
）（
参
照
・
資
料
⑯
）

定
家
五
十
五
歳
、「
建
保
四
年
三
月
十
八
日
書
之
」
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
定
家
自

筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
氏
は
、「
正
編
三
巻
の
第
一
次
成
立
が
建

保
四
年
（
一
二
一
六
）
三
月
十
八
日
、
定
家
五
十
五
歳
の
春
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
」（

93
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
手
書
「
定
家
様
」
が
完
成
し
た
の
は
、

定
家
五
十
歳
代
半
ば
と
考
え
る
。

＊ 

重
要
文
化
財
・
定
家
自
筆
「
願
文
案
（
石
清
水
八
幡
宮
田
中
宗
清
願
文
）」
一
巻　

天
理
図
書
館
蔵　

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）、
定
家
六
十
二
歳
（
参
照
・
資
料
⑰
）

こ
れ
は
、
石
清
水
八
幡
宮
司
・
田
中
宗
清
の
依
頼
を
受
け
、
定
家
が
「
漢
字
」「
か

な
（
女
手
）」
混
じ
り
で
認
め
た
、願
文
の
控
え
で
あ
る
。
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
原
本
、
即
ち
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
に
近

い
時
代
の
手
書
『
定
家
様
』
と
考
え
ら
れ
る
が
、
褻
の
書
で
あ
る
為
か
、『
明
月
記
』

寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
八
月
七
日
条
の
「
其
の
字
、
鬼
の
如
し
」（

94
）、
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
迫
力
は
見
ら
れ
な
い
。

＊ 

国
宝
・
定
家
真
筆
『
古
今
和
歌
集
』
一
冊　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
（
参
照
・
資

料
⑱
）
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）、
定
家
六
十
五
歳

「
詠
十
五
首
和
歌
」
と
同
時
期
に
書
さ
れ
、
墨
量
の
変
化
及
び
線
の
肥
痩
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
気
品
も
感
じ
ら
れ
る
、
晴
の
手
書
「
定
家
様
」
の
作
品
で
あ
る
。

＊ 

重
要
文
化
財
・
定
家
自
筆
「
詠
十
五
首
和
歌
」（
部
分
）　

前
田
育
徳
会
蔵
（
参
照
・

資
料
⑲
）
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）、
定
家
六
十
六
歳

こ
の
作
品
を
、
国
宝
『
古
今
和
歌
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）
と
比
較
す
る
と
、

晴
の
手
書
「
定
家
様
」
で
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
致
す
る
が
、
嘉
禄
三
年

（
一
二
二
七
）、
定
家
六
十
六
歳
、
道
助
法
親
王
歌
会
に
お
け
る
詠
歌
を
、
や
や
細
め

な
線
や
渇
筆
も
見
ら
れ
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
筆
致
で
書
し
た
作
品
で
あ
る
。

＊ 

定
家
真
筆
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
二
年
本
　
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
　
定
家

七
十
三
歳
（
参
照
・
資
料
⑳
）

こ
の
定
家
の
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
七
十
三
歳
の
書
風
も
、確
か
に
、晴
の
手
書
『
定

家
様
』
で
あ
る
が
、
既
に
、
年
齢
に
よ
る
衰
え
を
窺
わ
せ
る
、
痩
せ
た
、
し
か
も
衰

え
が
見
ら
れ
る
線
質
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
定
家
真
筆
『
後
撰
和
歌
集
』
に
は
、

余
り
衰
え
の
見
ら
れ
な
い
筆
致
の
、
別
筆
を
思
わ
せ
る
「
定
家
様
」
の
書
も
含
ま
れ

て
い
る
。

以
上
、
管
見
で
は
あ
る
が
、
定
家
の
書
が
、
定
家
若
年
の
書
風
、
変
化
途
上
の
定

家
の
書
風
、
そ
し
て
定
家
独
自
の
書
風
、
即
ち
、
手
書
「
定
家
様
」
へ
と
、
年
月
を

掛
け
て
変
化
し
た
過
程
を
辿
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
先
ず
、
手
書
「
定
家
様
」
へ
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の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
名
児
耶
氏
が
「
流
麗
さ
、
連
綿
な

ど
は
晩
年
に
は
み
え
な
い
特
徴
で
あ
る
。
五
十
代
の
書
写
か
」（

95
）
と
、述
べ
ら
れ
る
、

『
一
宮
紀
伊
集
』（
参
照
・
資
料
⑮
）
で
あ
る
。
又
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
定
家

六
十
五
歳
の
時
に
書
さ
れ
た
、
定
家
真
筆
の
国
宝
『
古
今
和
歌
集
』（
参
照
・
資
料
⑱
）

及
び
、
嘉
禄
三
年
六
十
六
歳
の
時
の
、
重
要
文
化
財
「
詠
十
五
首
和
歌
」（
参
照
・
資

料
⑲
）
な
ど
の
作
品
の
書
風
は
、
既
に
、
手
書
「
定
家
様
」
が
、
完
成
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
一
目
で
定
家
の
書
と
解
る
、
手
書
「
定
家
様
」
で
書
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、

定
家
五
十
五
歳
、「
建
保
四
年
三
月
十
八
日
書
之
」
の
奥
書
が
見
ら
れ
る
、
定
家
自

筆
『
拾
遺
愚
草
』（

96
）（
参
照
・
資
料
⑯
㉑
）
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
久
保
田
淳
氏
は
「
定
家
の
典
籍
書
写
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ

こ
で
も
定
家
の
書
風
に
酷
似
し
た
字
を
書
く
そ
の
側
近
の
者
が
定
家
の
綿
密
な
指
示

の
下
に
書
写
し
た
の
ち
、
定
家
が
そ
れ
を
点
検
し
、
校
訂
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
本
解
題
筆
者
と
共
に
こ
の
本
の
調
査
に
当
っ
た
藤
本
孝
一

氏
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
て
い
る
。」（

97
）
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
側
近
の
者
に
よ
る
書
写
に
つ
い
て
は
、
家
入
博
徳
氏
も
、
定
家
自
筆
『
近
代

秀
歌
』
に
つ
い
て
、「『
定
家
自
筆
』
と
し
て
称
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
定
家
側
近
の

人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。」（

98
）
と
述
べ
る
。

た
だ
し
、
久
保
田
氏
は
、「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
俟
ち
た
い
が
、

も
し
も
そ
の
よ
う
な
方
式
で
書
写
さ
れ
た
と
し
て
も
、
定
家
が
全
体
に
わ
た
っ
て
点

検
し
、
自
身
手
を
下
し
て
校
訂
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
こ
の
本
を
定
家
自
筆
本
と
呼

ぶ
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
と
よ
り
こ
の
本
の
価
値
を
損
う
も

の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。」（

99
）
と
、
述
べ
る
。
確
か
に
、
和
歌
集
と
し
て
の
、
定
家

自
筆
・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
拾
遺
愚
草
』
の
価
値
に
つ
い
て
の
久
保
田
氏
の
説

は
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
は
、前
述
し
た
定
家
七
十
三
歳
の
、定
家
真
筆
『
後
撰
和
歌
集
』

天
福
二
年
本
、
も
同
様
で
あ
る
。

一
方
、定
家
独
自
の
書
風
、即
ち
手
書
「
定
家
様
」
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
言
え
ば
、

久
保
田
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
の
第
一
次
成
立
が
建

保
四
年
で
あ
り
、
こ
の
頃
、
定
家
の
側
近
に
よ
る
代
筆
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、手
書
「
定
家
様
」
が
、建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
以
前
に
完
成
し
、側
近
の
人
々

は
、
既
に
、
こ
の
書
風
の
使
い
こ
な
す
程
の
技
量
に
達
し
て
い
た
裏
付
け
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の

祖
本
、
即
ち
、
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
、
こ
の
定
家
側
近
の
人
々
は
、
代
筆
す
る

技
量
を
充
分
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
稿
者
は
、
次
に
記
す
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
書
写
奥
書
が
、

定
家
真
筆
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

此
一
巻
堀
尾
出
雲
守
所
持
也
閑

覧
多
幸
之
余
令
書
写
了

慶
長
八
年
卯
月
廿
五
日　

信
尹

定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
臨
模
し
、
こ
の
書
写
奥
書
を
記
し
た
人
物
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
、
青
蓮
院
流
を
、
若
年
期
に
学
び
、
既
に
天
性
の
能
書
と
し
て
の
才
を
表
し
、

更
に
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
信
尹
と
改
名
し
た
頃
か
ら
、
定
家
を
歌
人
、
歌
学

者
と
し
て
尊
崇
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
書
に
も
傾
倒
し
て
学
び
、
こ
れ
を
自
家

薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
「
江
戸
初
期
の
三
筆
」
と
讃
え
ら
れ
た
近
衛
信
尹
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
信
尹
が
、
定
家
自
筆
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、現
在
、陽
明
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
、

数
多
く
の
定
家
自
筆
の
書
と
、
そ
れ
を
写
し
た
信
尹
の
臨
書
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』「
一 

書

哥
事
」
の
条
（
参
照
・
資
料
①
第
五
紙
）
の
和
歌
の
書
風
と
、定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』

の
書
風
を
比
較
し
た
。

前
者
で
は
、「
さ
く
ら
ち
る
こ
の
し
た
か
せ
は　

さ
む
か
ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ

ゆ
き
そ
ふ
り
け
る
」（
拾
遺
集
一
・
春
六
四
、
紀
貫
之
）
の
歌
が
、
所
謂
「
変
体
仮
名
」
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を
交
え
た
「
か
な
（
女
手
）」
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
く
ら
ち
る
こ
の
し
堂
可
せ
者　

さ
む
可

　

ら
て
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
そ
ふ
り
介
累

こ
の
歌
の
第
一
句
、「
佐
く
ら
ち
る
」
の
「
佐
く
ら
」
を
、
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草　

上
下
』
の
う
ち
の
「
佐
く
ら
者は

な那
」（
六
〇
一
番
歌
）
お
よ
び
「
佐
く
ら
花
」（
六
〇
五

番
歌
）（
参
照
・
資
料
㉑
）
を
始
め
と
す
る
「
佐
く
ら
」
と
比
較
し
た
。
い
ず
れ
も
定

家
独
自
の
書
風
で
あ
る
。
こ
の
書
風
の
一
致
も
、
ま
た
、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』

お
よ
び
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
の
祖
本
の
成
立
の
上
限
は
、
定
家
自
筆
『
拾
遺

愚
草
』
が
執
筆
さ
れ
た
建
保
四
年
頃
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。

尚
、
本
稿
で
は
簡
略
に
述
べ
る
が
、
こ
の
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国

文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
祖
本
・
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
執
筆
時
期
の
上
限
を
、

建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
頃
と
推
定
す
る
に
至
っ
た
、
も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
遠
藤

和
夫
氏
が
、
遠
藤
（
二
〇
〇
七
）「
親
行
本
『
下
官
集
』
考
」
で
紹
介
さ
れ
た
、
新

出
の
金
沢
文
庫
保
管
・
親
行
本
『
下
官
集
』（
写
本
）
に
見
ら
れ
る
、本
文
末
尾
の
「
大

炊
権
助
源
親
行
」
の
署
名
お
よ
び
「
建
保
五
年
八
月
十
日
」
の
年
月
日
で
あ
る
。

遠
藤
氏
は
、
親
行
本
『
下
官
集
』
の
「
第
一
の
特
徴
は
、
末
尾
に
『
大
炊
権
助
源

親
行
』
の
署
名
の
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
―
中
略
―
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、

行
阿
の
捏
造
で
は
な
く
て
、
源
親
行
が
『
下
官
集
』
の
著
作
に
関
与
し
て
い
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
る
。」（

100
）
と
述
べ
、
親
行
本
『
下
官
集
』
本
文
末
尾
の
文
書
の
大
意
に

つ
い
て
は
、「
建
保
五
年
八
月
十
日
、
治
部
卿
定
家
さ
ま
が
、
そ
の
家
集
一
巻
一
帖

の
『
拾
遺
愚
草
』
を
私
に
清
書
し
て
献
上
す
る
こ
と
を
所
望
な
さ
っ
た
。
そ
こ
で
、

文
字
の
誤
謬
を
校
訂
す
る
た
め
に
詳
し
い
〈
書
き
様
〉
を
お
定
め
く
だ
さ
っ
た
。
そ

こ
で
旧
女
房
の
仕
来
り
を
守
っ
て
、
我
が
悪
筆
を
も
顧
み
ず
、
従
事
し
た
だ
け
の
こ

と
で
す
。」（

101
）
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
稿
者
が
、
定
家
存
命
中
の
「
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
八
月
十
日
」
の

年
月
日
、
お
よ
び
、「
大
炊
権
助
源
親
行
」
の
署
名
と
共
に
注
目
し
た
の
は
、
後
述

す
る
、
親
行
本
『
下
官
集
』
独
自
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
親
行
本
『
下
官
集
』
を
含

め
、
定
家
生
前
の
年
号
を
持
つ
『
下
官
集
』
伝
本
は
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
本

が
三
本
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
本
が
一
本
、
計
五
本
の
写
本
が
存
在
す
る
。
五

本
の
写
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
倭
歌
作
法
』・
写
本
（
治
承
二
年
）

〇
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
和
歌
愚
僻
抄
』・
写
本
（
治

承
二
年
）

〇
三
康
図
書
館
蔵
『
和
歌
会
次
第
』・
写
本
（
治
承
二
年
）

〇
金
沢
文
庫
保
管　

親
行
本
『
下
官
集
』（『
九
条
錫
杖
（
巻
頭
下
官
集
））』・
写
本
（
建

保
五
年
）

〇
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
詠
歌
聞
書
』・
写
本
（
嘉
禎
四
年
）

以
上
、五
本
の
写
本
の
う
ち
、最
古
の
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
の
年
号
が
見
ら
れ
る
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
倭
歌
作
法
』
始
め
と
す
る
三
本
の
写
本
に
記
さ
れ
て
い
る

「
和
歌
会
作
法
」
の
内
容
は
、『
袋
草
子
』
か
ら
抄
出
し
た
「
和
歌
会
次
第
」
で
あ
る
。

こ
の
「
和
歌
会
作
法
」
に
つ
い
て
、
大
野
晋
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

治
承
二
年
は
、
定
家
が
十
七
歳
の
年
で
あ
り
、
そ
の
年
三
月
十
五
日
に
は
じ

め
て
定
家
は
「
加
茂
別
雷
社
歌
合
」
に
三
首
入
選
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の

頃
か
ら
定
家
が
歌
の
勉
強
を
始
め
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
父
俊

成
か
ら
、
和
歌
会
の
次
第
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
書

物
を
作
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
和
哥
会
作
法
」
の
よ
う
な
書
物
を

若
年
十
七
歳
に
し
て
定
家
が
所
持
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
定
家
が
後
に
、
和
歌

の
言
葉
の
書
き
方
を
整
理
統
一
し
て
「
僻
案
」（
つ
ま
り
下
官
集
）
を
作
る
素
地

を
な
し
た
も
の
と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（

102
）。

『
袋
草
子
』
の
著
者
は
藤
原
清
輔
（
一
一
〇
三
〜
一
一
七
七
）
で
、
上
巻
・
下
巻
と
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も
に
、保
元
二
年
か
ら
三
年（
一
一
五
七
〜
一
一
五
八
）に
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
頃
、
歌
の
勉
強
を
大
い
に
始
め
た
定
家
が
、
歌
会
・

撰
集
・
歌
合
な
ど
に
関
す
る
知
識
や
故
実
を
学
ぶ
た
め
、『
袋
草
子
』
抄
出
「
和
歌

会
次
第
」
を
書
写
し
、「
和
歌
会
作
法
」
と
し
て
所
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。「
和
歌
会
作
法
」
の
内
容
は
、『
袋
草
子
』
の
「
一
、和
歌
会
次
第
」
か
ら
「
一
、

探
題
和
歌
」
の
始
め
の
「
探
題
ト
ハ
―
中
略
―
只
題
如
レ
前
ト
書
云
々
」
ま
で
の
内

容
に
近
似
し
て
い
る
。

次
に
、
前
述
し
た
定
家
生
前
の
年
号
を
持
つ
五
本
の
『
下
官
集
』
写
本
、
そ
し
て

模
刻
本
・
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』、
更
に
、

国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
写
本
を
も
含
め
て
、
八
本
の
『
下
官
集
』
伝
本
を
構

成
別
に
分
類
し
て
示
す
。
尚
、『
下
官
集
』
本
文
の
イ
は
僻
案
、
ロ
は
五
箇
条
、
ハ

は
頭
注
で
あ
る
。
内
容
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
。

①　
『
下
官
集
』
本
文
〔
イ
（
無
し
）
＋
ロ
（
五
箇
条
）
＋
ハ
（
無
し
）〕
＋
定
家

の
『
和
歌
書
様
』
＋
『
袋
草
子
』
抄
出
（
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
定
家

十
七
歳
）

１
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
倭
歌
作
法
』・
写
本

２
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
和
歌
愚
僻
抄
』・

写
本

３
、
三
康
図
書
館
蔵
『
和
歌
会
次
第
』・
写
本

②　
『
下
官
集
』
本
文
〔
イ
（
無
し
）
＋
ロ
（
五
箇
条
）
＋
ハ
（
無
し
）〕
＋
定
家

の
『
和
歌
書
様
』（
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
定
家
五
十
六
歳
）

４
、
金
沢
文
庫
保
管　

親
行
本
『
下
官
集
』（『
九
条
錫
杖
（
巻
頭
下
官
集
）』）・

写
本

③　
『
下
官
集
』
本
文
〔
イ
（
僻
案
）
＋
ロ
（
五
箇
条
）
＋
ハ
（
頭
注
①
及
び
②
〕

（
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
を
祖
本
と
す
る
。
署
名
・
執
筆
年
号
無
し
）

５
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
定
家
卿
模
本
』・
模
刻
本

６
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』・
模
刻
本

７
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
模
本
・

写
本

↓　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
定
家
卿
書
式
』
を
大
正
五
年
（
一
九
三
〇
）

書
写

④　
『
下
官
集
』
本
文
〔
イ
（
無
し
）
＋
ロ
（
五
箇
条
）
＋
ハ
（
頭
注
②
の
み
が
「
一 

嫌
文
字
事
」
の
条
の
例
の
中
に
有
り
〕、（
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
定
家

七
十
七
歳
）

８
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
詠
歌
聞
書
』・
写
本

以
上
の
『
下
官
集
』
伝
本
構
成
を
比
較
す
る
と
、
②
‐
４
、
金
沢
文
庫
保
管
「
親
行

本
『
下
官
集
』
の
構
成
は
、①
‐
１
、２
、３
、即
ち
、三
本
の
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）

本
と
、
③
‐
５
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
、
６
、
国
文
研
本
『
定
家
卿

書
式
』
の
二
本
の
模
刻
本
の
中
間
に
位
置
す
る
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
④
‐
８
、

嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
本
は
、③
‐
５
、６
、即
ち
、二
本
の
模
刻
本
か
ら
、イ
（「
僻

案
」）
お
よ
び
、
ハ
（
頭
注
②
）
が
削
除
さ
れ
て
い
る
構
成
で
あ
る
。

こ
の
構
成
の
変
化
を
辿
る
と
、国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定

家
卿
模
本
』
の
祖
本
・
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
執
筆
時
期
は
、
す
で
に
「『
袋
草
子
』

抄
出
」
が
存
在
し
な
い
②
‐
４
、親
行
本
『
下
官
集
』
の
成
立
後
、そ
し
て
、④
‐
８
、

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
詠
歌
聞
書
』
執
筆
以
前
で
あ
る
。

但
し
、
④
‐
８
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
詠
歌
聞
書
』
が
書
写
さ
れ
た
嘉
禎
四

年
（
一
二
三
八
）
は
、
定
家
七
十
七
歳
で
、
す
で
に
定
家
独
自
の
書
風
の
衰
え
が
見

ら
れ
る
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
本
（
参
照
・
資
料
⑳
）
が
書
さ

れ
た
、
定
家
七
十
三
歳
の
時
点
よ
り
後
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
書
風
か
ら
見
て
、国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
お
よ
び
大
東
急
本
『
定

家
卿
模
本
』
の
祖
本
で
あ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
定
家
自

筆
『
拾
遺
愚
草
』
が
成
立
し
た
、建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
以
降
、更
に
、親
行
本
『
下

官
集
』
が
書
さ
れ
た
建
保
五
年
か
ら
、
然
程
、
遅
く
な
い
時
期
、
即
ち
、
定
家
五
十

代
後
半
頃
と
、
推
定
す
る
。
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お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、「
三
藐
院
関
白
臨
定
家
卿
書
」
の
表
題
を

持
つ
模
刻
本
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』、
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』（
橋
本
進

吉
氏
旧
蔵
本
）
は
、藤
原
定
家
『
下
官
集
』
研
究
の
最
善
本
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
を

『
下
官
集
』
研
究
を
進
め
る
基
準
伝
本
と
位
置
付
け
る
た
め
に
、
そ
の
祖
本
で
あ
る

定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
臨
写
本
を
作
成
し
た
能
書
・
近
衛
信
尹
、
そ
し
て
、
信
尹

臨
写
本
を
鐫
し
た
名
彫
師
・
井
上
慶
寿
の
技
量
を
確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
模
刻

本
が
正
確
に
、
定
家
自
筆
本
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
信
頼
の
裏
付
け
と

し
た
。

更
に
、
藤
原
定
家
の
書
風
が
年
齢
に
よ
り
異
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
を
手
掛

り
と
し
、
大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』
お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
の
祖
本

で
あ
る
定
家
自
筆
『
下
官
集
』
の
執
筆
時
期
の
上
限
は
、
定
家
独
自
の
書
風
が
完
成

し
た
定
家
五
十
歳
代
半
ば
、
即
ち
、
建
保
年
間
に
相
当
す
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
し
た
が
っ
て
、書
写
時
期
の
確
認
が
で
き
た
、大
東
急
本
『
定
家
卿
模
本
』

お
よ
び
国
文
研
本
『
定
家
卿
書
式
』
を
基
準
伝
本
と
位
置
付
け
、藤
原
定
家
『
下
官
集
』

研
究
を
進
め
る
基
盤
と
す
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
次
稿
で
は
、
二
本
の
模
刻
本
と
、
定
家
存
命
中
の
年
号
を
持

つ
五
本
の
写
本
を
比
較
し
、
そ
の
書
式
お
よ
び
内
容
に
見
ら
れ
る
差
異
か
ら
、
複
数

の
『
下
官
集
』
祖
本
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

注（
１
） 

小
川
剛
生
『
中
世
の
書
物
と
学
問
』、
山
川
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
〇
二
一
頁

（
２
） 

大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
三
〇
頁

（
３
） 

浅
田
徹
「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
―
」

（『
国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
八
七
頁

（
４
） 

吉
沢
義
則
「
定
家
の
仮
名
遣
」（『
芸
文
』、
一
九
二
一
年
。『
国
語
国
文
の
研
究
』、

岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
に
収
録
）

（
５
） 

大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
二
七
頁

（
６
） 

浅
田
徹
「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
―
」

（『
国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
六
〜
二
七
頁

（
７
） 

大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
二
七
頁

（
８
） 

浅
田
徹
「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
―
」

（『
国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
九
一
頁

（
９
） 「
双
鉤
塡
墨
」『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、

三
五
〇
頁

（
10
） 

中
野
三
敏
「
拓
印
」『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、

三
七
三
頁

（
11
） 

山
岡
浚
明
編
『
類
従
名
物
考
』（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
、岩
波
書
店
）

二
五
六
頁

（
12
） 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要　

第
十
四
号
「〈
京
都
産
業
大
学
日
本

文
化
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
十
八
年
七
月
十
六
日
・
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
ラ
ザ
京
都
）〉　

定
家
様
と
擬
定
家
―
擬
定
家
本
私
歌
集
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て

―
藤
本
孝
一　

名
児
耶
明　

小
林
一
彦
」、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
四
頁

（
13
） 

同
上
、
一
三
五
頁

（
14
） 

同
上
、
一
三
五
頁

（
15
） 

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
六
頁

（
16
） 

冷
泉
為
人
『
冷
泉
家
・
蔵
番
物
語
「
和
歌
の
家
」
千
年
を
ひ
も
と
く
』、
日
本

放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
九
年
、
三
七
頁

（
17
） 「
手
書
（
し
ゅ
し
ょ
）」、堀
江
知
彦
、飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、東
京
堂
出
版
、

一
九
七
五
年
、
三
四
三
頁

（
18
） 

飯
島
春
敬
『
伝
藤
原
俊
頼
筆　

元
永
本
古
今
集　

解
説
』、
書
芸
文
化
院
、

一
九
六
八
年
、
六
五
頁

（
19
） 

浅
田
徹
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
定
家
卿
模
本
」（
下
官
集
）
に
つ
い
て
（『
か

が
み
』
第
三
十
六
號
、
大
東
急
記
念
文
庫
）
二
〇
〇
三
年
、
一
〜
一
六
頁

（
20
） 
同
上
、
一
〜
一
六
頁

（
21
） 

吉
田
紀
恵
子
「『
下
官
集
』
摸
刻
本
に
関
す
る
一
考
察
―
か
な
書
道
家
の
視
点

で
―
」（『
日
本
大
学
大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科
紀
要
』
№
13
、二
〇
一
二
年
、

一
九
九
〜
二
〇
一
頁
、
を
再
掲
す
る
。

（
22
） 

小
川
剛
生
『
中
世
の
書
物
と
学
問
』、
山
川
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
〇
二
〇
頁
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（
23
） 

吉
田
紀
恵
子
「
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
に
関
す
る
一
考
察
―
か
な
書
道
作
家
の

視
点
で
―
（
日
本
大
学
大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科
紀
要
№
13
、
二
〇
〇
八

年
）
三
八
三
〜
三
八
七
頁

（
24
） 
浅
田
徹
「
下
官
集
の
定
家
―
差
異
と
自
己
―
」（『
国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第

二
十
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）
七
七
頁

（
25
） 

同
上
、
八
〇
頁

（
26
） 

小
川
剛
生
「
為
衡
の
最
後
」（『
日
本
古
典
文
学
会
々
報
』
三
二
四
号
）
四
頁

（
27
） 「
模
写
」『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
五
六
九
頁

（
28
） 

同
上
、
五
六
九
頁

（
29
） 

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
九
〜

一
一
九
頁

（
30
） 

前
田
多
美
子
『
三
藐
院　

近
衛
信
尹　

残
さ
れ
た
手
紙
か
ら
』、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
九
頁

（
31
）
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
同
、
五
七

（
32
） 

名
児
耶
明
「
第
二
章　

定
家
の
筆
跡
」（「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展

覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
）、
七
七
頁

（
33
） 

久
米
康
生
『
和
紙
文
化
辞
典
』、
わ
が
み
堂
、
一
九
九
五
年
、
一
四
四
頁

（
34
） 

小
野
晃
嗣
『
＊
叢
書
・
歴
史
学
研
究
＊
日
本
産
業
発
達
史
の
研
究
』、
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
九
二
年
、
二
二
〜
二
三
頁

（
35
） 

行
阿
「
假
名
文
字
遣
」（
福
井
久
蔵
編
『
国
語
学
大
系　

第
六
巻
』、国
書
刊
行
会
、

一
九
七
五
年
）、
一
五
頁

（
36
） 

飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
四
五
六
頁

（
37
） 

同
上
、
四
五
六
頁

（
38
） 

今
川
文
雄
訳
『
訓
読
明
月
記
』、
河
出
書
房
新
社

（
39
） 

前
田
多
美
子
『
三
藐
院　

近
衛
信
尹　

残
さ
れ
た
手
紙
か
ら
』、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
二
一
五
頁

（
40
） 

岡
麓
校
訂
『
入
木
道
三
部
集　

附　

本
朝
能
書
伝
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、

二
七
頁

（
41
） 

前
田
多
美
子
『
三
藐
院　

近
衛
信
尹　

残
さ
れ
た
手
紙
か
ら
』、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
二
一
九
頁

（
42
） 

同
上
、
二
二
〇
頁
・
図
二
七

（
43
） 

同
上
、
二
二
〇
頁

（
44
） 

名
児
耶
明
「
第
二
章　

定
家
の
筆
跡
」（「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展

覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
）、
七
七
頁

（
45
） 

前
田
多
美
子
『
三
藐
院　

近
衛
信
尹　

残
さ
れ
た
手
紙
か
ら
』、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
二
一
九
頁

（
46
） 

浅
田
徹
「
下
官
集
の
諸
本
―
付
・
大
東
急
記
念
文
庫
「
定
家
卿
模
本
」
翻
刻
―
」

（『
国
文
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
九
一
頁

（
47
） 

丸
山
季
夫
「
刻
師
名
寄
」（『
国
学
者
雑
攷
』
別
冊
、吉
川
弘
文
館
、一
九
八
二
年
）

一
二
〜
一
四
頁

（
48
） 

鈴
木
淳
「
二
〇　

板
木
師
井
上
清
風
の
刻
業
」（『
江
戸
和
学
論
考
』、
ひ
つ
じ
書

房
、
一
九
九
七
年
、
四
三
五
頁

（
49
） 

同
上
、
四
一
九
頁

（
50
） 

清
水
浜
臣
『
泊
洦
文
集
』、
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
（
写
三
冊
）、
巻
二
。
整
理
番

号
一
一
二
七
四

（
51
） 

鈴
木
淳
『
江
戸
和
学
論
考
』、
四
二
〇
頁

（
52
） 

同
上
、
四
二
〇
頁

（
53
） 「
拓
印
」『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
七
三
頁

（
54
） 

宇
野
雪
村
「
法
帖
」（
飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、東
京
堂
出
版
、一
九
七
五
年
）

七
三
四
頁

（
55
） 「
傳
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
」（『
日
本
名
筆
全
集
』
第
十
五
巻
、
書
藝
文
化
院
、

出
版
年
記
載
な
し
）」
三
〜
三
九
頁

（
56
） 

同
上
、
八
〇
頁

 

な
お
、
植
村
氏
の
言
う
「
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」、
即
ち
『
西
本
願
寺
三
十
六

人
集
』（
天
仁
（
一
一
〇
八
）
頃
書
写
）「
重
之
集
」（
筆
者
不
明
）（

56
）
の
最
後
に

は
、尾
州
徳
川
家
所
蔵
「
傳
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
」
に
相
当
す
る
「
重
之
百
首
」

が
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
風
は
、
時
代
的
に
は
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
尾
州

徳
川
家
所
蔵
本
（
徳
川
美
術
館
蔵
）
と
は
、
あ
き
ら
か
に
別
手
で
あ
る
。

（
57
） 

飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
六
七
六
頁

（
58
） 

同
上
、
六
七
六
頁

（
59
） 「
一
、
傳
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
」（「
日
本
名
筆
全
集
」
第
十
五
巻
、
社
団
法
人

　

書
藝
文
化
院
、
年
号
不
詳
）、
三
〜
三
九
頁

（
60
） 

飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
六
七
六
頁

（
61
） 

中
野
三
敏
「
拓
印
」（『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
）、

三
七
三
頁

（
62
） 

飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
六
七
六
頁
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（
63
） 

中
野
三
敏
「
拓
印
」（『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』、岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
）、

三
七
三
頁

（
64
） 
但
し
、
原
本
と
比
較
す
る
と
、
三
本
の
法
帖
「『
尚
古
法
帖
』
第
十
八　

行
成
卿
」

は
、
同
様
に
、
和
歌
の
行
間
が
狭
ま
っ
て
い
る
箇
所
、
そ
し
て
、
見
開
き
の
第

八
紙
で
は
、
左
右
の
頁
の
和
歌
が
入
れ
替
っ
て
い
る
等
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

刻
師
は
、
版
下
そ
の
ま
ま
に
刻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

版
下
作
成
の
際
に
起
き
た
差
異
で
あ
ろ
う
か
。
尚
、国
会
図
書
館
蔵『
尚
古
法
帖
』

第
十
八
行
成
卿　

Ｙ
Ｒ
１
１　

８
１
、
の
み
で
は
あ
る
が
、
第
八
紙
で
は
、
左

右
の
頁
の
和
歌
が
入
れ
替
っ
て
い
る
。
そ
の
見
開
き
の
頁
の
の
右
肩
そ
れ
ぞ
れ

に
は
、「
左
」、「
右
」
と
朱
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
そ
れ
が
何
時
、
為
さ
れ

た
の
か
、
又
、
朱
を
入
れ
た
人
物
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
、
原
本

と
の
校
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
朱
筆
が

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。

（
65
） 

飯
島
春
敬
『
日
本
書
道
史
要
説
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
一
八
六
頁

（
66
） 

小
松
茂
美
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊
33
』、
二
玄
社
、
一
九
七
九
年

（
67
） 

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
六
頁

（
68
） 

吉
田
紀
恵
子
「『
下
官
集
』「
書
歌
事
」
の
条
に
関
す
る
一
考
察
―
和
歌
と
仮
名

書
記
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
大
学
大
学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科
紀
要
』
№
12
、

二
〇
一
一
年
、
一
四
三
〜
一
四
四
頁

（
69
） 

冷
泉
為
人
『
冷
泉
家
・
蔵
番
物
語
「
和
歌
の
家
」
千
年
を
ひ
も
と
く
』、
日
本

放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
九
年
、
三
七
頁

（
70
） 

飯
島
春
敬
『
日
本
書
道
史
要
説
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
一
八
六
頁

（
71
） 

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
六
頁

（
72
） 

天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
稀
覯
図
録
』、
天
理
大
学
出
版
、

二
〇
〇
六
年

（
73
） 

名
児
耶
明
監
修
「
第
六
〇
回
毎
日
書
道
展
特
別
展
示
「
春
敬
の
眼
」
―
珠
玉

の
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」
図
録
、
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
、

二
〇
〇
八
年
、
図
録
三
二
四
頁

（
74
） 

同
上
、
図
録
一
七
頁

（
75
） 

同
上
、
図
録
八
一
頁

（
76
） 

飯
島
春
敬
編
『
書
道
辞
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
六
九
五
頁

（
77
） 

島
谷
弘
幸
「
書
の
美　
『
石
山
切
（
貫
之
集
下
）』」（『
毎
日
新
聞
、
日
曜
く
ら
ぶ
』

第
五
面
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
四
日
）

（
78
） 

名
児
耶
明
監
修
「
第
六
〇
回
毎
日
書
道
展
特
別
展
示
「
春
敬
の
眼
」
―
珠
玉
の

飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」
図
録
、
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
、

二
〇
〇
八
年
、
図
録
八
一
頁

（
79
） 

名
児
耶
明
「
第
二
章　

定
家
の
筆
跡
」（「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展

覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
）、
五
〇
頁

（
80
） 

名
児
耶
明
監
修
「
第
六
〇
回
毎
日
書
道
展
特
別
展
示
「
春
敬
の
眼
」
―
珠
玉
の

飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」
図
録
、
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
、

二
〇
〇
八
年
、
図
録
八
一
頁

（
81
） 

渡
邉
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、

一
八
九
頁

（
82
） 『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　

第
五
巻
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
二
八
四
頁

（
83
） 

島
谷
弘
幸
「
書
の
美
『
筆
の
冴
え　

定
家
流
の
片
鱗
』」（
毎
日
新
聞
、
日
曜
く

ら
ぶ
、
第
五
面
、
二
〇
一
五
年
、
三
月
一
日
）

（
84
） 

京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要　

第
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
一
頁

（
85
） 「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
、

八
三
頁

（
86
） 

大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
四
〇
頁

（
87
） 

小
川
剛
生
『
中
世
の
書
物
と
学
問
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
〇
〇
八
頁

（
88
） 

平
安
書
道
研
究
会
八
〇
〇
回
記
念
「
平
安
古
筆
の
名
品
―
飯
島
春
敬
の
観
た
珠

玉
の
作
品
か
ら
」、
二
〇
一
六
年
、
一
四
四
頁

（
89
） 

名
児
耶
明
「
第
二
章　

定
家
の
筆
跡
」（「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展

覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
）、
七
六
頁
。

（
90
） 

同
上
、
七
七
頁

（
91
） 

同
上
、
八
五
頁

（
92
） 『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
八
巻　

拾
遺
愚
草　

上
下
』、
一
九
九
八
年

（
93
） 

同
上
、
解
題
、
六
頁

（
94
） 

今
川
文
雄
訳
『
訓
読
明
月
記
』、
河
出
書
房
新
社

（
95
） 
名
児
耶
明
「
第
二
章　

定
家
の
筆
跡
」（「
特
別
展
『
定
家
様
』
五
島
美
術
館
展

覧
会
図
録N

O
.107

」、
一
九
八
七
年
）、
八
五
頁

（
96
） 『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
八
巻　

拾
遺
愚
草　

上
下
』、
一
九
九
八
年

（
97
） 

同
上
、
解
題
、
一
六
頁

（
98
） 

家
入
博
徳
『
中
世
書
写
論
―
俊
成
・
定
家
の
書
写
と
社
会
―
』、
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
〇
年
、
一
六
七
頁
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（
99
） 『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

第
八
巻　

拾
遺
愚
草　

上
下
』、
一
九
九
八
年
、
解
題
、

一
七
頁

（
100
） 
遠
藤
和
夫
著
「
親
行
本
『
下
官
集
』
考
」（『
日
本
語
学
の
諸
問
題 

國
學
院
雑
誌
』、

二
〇
〇
七
年
）、
二
五
二
頁

（
101
） 
同
上
、
二
五
四
頁

（
102
） 

大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
二
八
頁

参
照

資
料
①　
『
定
家
卿
書
式
』
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

 

表
紙
、
裏
表
紙

 

第
一
紙
〜
第
九
紙

資
料
②　

近
衛
信
尹
筆
「
定
家
『
熊
野
懐
紙
』
写　

一
葉
」（『
予
楽
院
模
写
手
鑑
』
所
収
）

陽
明
文
庫
蔵

資
料
③　

近
衛
信
尹
筆
「
和
歌
懐
紙
」（
慶
長
七
年
「
当
家
会
初
」）
陽
明
文
庫
蔵

資
料
④　

近
衛
信
尹
筆
「
詠
草
」
陽
明
文
庫
蔵

資
料
⑤　

近
衛
信
尹
筆
「
詠
草
」
陽
明
文
庫
蔵

資
料
⑥　
『
尚
古
法
帖
第
十
八　

行
成
卿
』（
Ｙ
Ｒ
１
１　

８
１
（『
源
重
之
百
首　

尾
張

徳
川
侯
蔵
』）
国
会
図
書
館
蔵

資
料
⑦　
『
傳
藤
原
行
成
筆　

重
之
集
』（「
重
之
百
首
」
完
本
）
徳
川
博
物
館
蔵

資
料
⑧　

藤
原
定
信
筆
「
石
山
切
（
本
願
寺
本
三
十
六
人
歌
集
）
貫
之
集
下
」
書
芸
文

化
院
蔵

資
料
⑨　

定
家
自
筆
「
歌
合
切
」（『
通
具
俊
成
卿
女
歌
合
』）
書
芸
文
化
院
蔵

資
料
⑩　

定
家
自
筆
『
反
古
懐
紙
』
一
幅　

五
島
美
術
館
蔵

資
料
⑪　

定
家
自
筆
『
三
首
詠
草
切
』
一
幅　

書
芸
文
化
院
所
蔵

資
料
⑫　

定
家
自
筆
「
一
紙
両
筆
懐
紙
」
一
幅　

永
青
文
庫
蔵

資
料
⑬　

国
宝
・
定
家
自
筆
『
熊
野
御
幸
記
』
一
巻
（
部
分
）
三
井
文
庫
蔵

資
料
⑭　

定
家
自
筆
『
詠
草
』
一
幅　

陽
明
文
庫
蔵

資
料
⑮　

定
家
真
筆
『
一
宮
紀
伊
集
』
一
冊
（
部
分
）
天
理
図
書
館
蔵

資
料
⑯　

定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草　

上
下
』
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
（
１
）

資
料
⑰　

重
要
文
化
財
・
定
家
自
筆
『
願
文
案
（
石
清
水
八
幡
宮
田
中
宗
清
願
文
）』
一

巻　

天
理
図
書
館
蔵

資
料
⑱　

国
宝
・
定
家
真
筆
『
古
今
和
歌
集
』
一
冊
（
部
分
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

資
料
⑲　

重
要
文
化
財
・　

定
家
真
筆
『
詠
十
五
首
和
歌
』（
部
分
）
前
田
育
徳
会
蔵

資
料
⑳　

定
家
真
筆
『
後
撰
和
歌
集
』
天
福
二
年
本　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
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A Study of the Standard Text of Lord Sadaie  
Fujiwara’s Gekan-syu
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Summary

This paper is a preliminary study to elucidate why Lord Sadaie Fujiwara (1162–1241)wrote Gekan-syu. He is 

well known not only as a great poet but also as a noted “Waka” (Japanese style poetry) scholar in the early 

Kamakura period. Gekan-syu is neither Lord Sadaie Fujiwara’s theory of Waka, nor his Waka-syu (a collection 

of tankas by his composition). In short, Gekan-syu is the first codified manual written by Lord Sadaie, which 

explains how to write Waka correctly on the booklet.

In the beginning of Edo period, the holographical Gekan-shu was copied by Lord Nobutada Konoe (celebrated 

chirographer, 1565–1614). However, since then, the holographical Gekan-shu has still gone missing until today. 

But, the manuscript of Gekan-shu copied by Lord Nobutada Konoe was, in the late Edo period, engraved by 

Keizyu Inoue (excellent wood graver, 1749–1810), and as a result the block printing has become possible. And 

the manuscript of Gekan-shu appeared with the name of “Sanmyakuin Kanpaku-rin Teikakyo sho” in the 

encyclopedia: Gunsho Itchiran edited by Masayosi Ozaki (1755–1827).

At present, it is fortunate that two printed manuscript books of Gekan-syu exist, namely Sadaie-kyo Syosiki 

and Sadaie-kyo Mohon. However, the two printed manuscripts have no Lord Sadaie Fujiwara’s autograph and 

date. Therefore, from a calligrapher’s point of view, I have compared Gekan-syu’s writings in the two printed 

manuscript books with Sadaie’s authentic hand writings.

In consequence of exhaustive examinations, I have recognized that the two printed books of Gekan-syu’s 

handwritings are certainly in the authentic hand writing style of Lord Sadaie. For this reason, it is possible for 

us to regard this as credible data and to substitute the two printed manuscript books of Gekan-shu for the 

holographical Gekan-shu. Accordingly, it is reasonable that we will consider, as the reliable standard text of 

Gekan-shu, the two printed manuscript books included in Sadaie-kyo syo-siki (complete edition).

Key words: Lord Sadaie Fujiwara’s Gekan-syu, The authentic hand writing style of Lord Sadaie, The two 

printed books of Gekan-syu


